
 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 上尾市立太平中学校  
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1 シラバスについて 

 シラバスは「学習案内」のことです。学習の進め方や評価の仕方について、「この教科の学習では、自

分は何をどのように頑張ればよいのか」を考える参考にしてください。一人一人が、何をどのように学ぶ

のかを考え、自分の夢の実現のために一生懸命に努力する学校を、一緒に創りましょう。 

 

2 評価の観点について 

 評価は「知識・技能」「思考力、判断力、表現力」「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で行

います。 

観点 説明 評価 

知識・技能 各教科等で学んだ知識や技能をどれだけ習得しているか。 A○・A・B・C○・C 

思考力、判断

力、表現力 

各教科で学んだ知識や技能を使って課題を解決する力がど

れだけあるか。 
A○・A・B・C○・C 

主体的に学習

に取り組む態

度 

知識・技能を習得したり、思考力・判断力・表現力等を身に

付けたりすることに向けて粘り強く取組をしているか。 

粘り強い取組をしている中で、自ら学習状況を調整しようと

しているか。 

A○・A・B・C○・C 

※教科ごとの具体的な目標は、次ページ以降に記載します。 

 

3 評価の基準（目標に対する到達度） 

評価 基準 

A○ 十分に満足できるもののうち特に程度の高いもの 

Ａ 十分に満足できるもの 

Ｂ おおむね満足できるもの 

C○ 努力を要するもの 

Ｃ 一層の努力を要するもの 

※評価に係る観点や基準等について、変更がある場合には、授業等でお知らせします。 

 

4 評定と観点の組合せ 
評定 組合せ 

５ A○A○A○ A○A○A    

４ 
A○A○B A○AA A○A○C○ A○AB AAA 

A○A○C A○AC○ A○BB AAB  

３ 

A○AC A○BC○ AAC○ ABB A○BC 

A○C○C○ AAC ABC○ BBB A○C○C 

ABC AC○C○ BBC○   

２ 
AC○C BBC BC○C○ A○CC ACC 

BC○C C○C○C○ BCC C○C○C  

１ C○CC CCC    

 



 

 

【国語科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

（１） 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

（２） 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

（３） 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重して

その能力の向上を図る態度を養う。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 
 漢字テストや単元テスト（文法や古典の知識）の点数 

 定期テスト（漢字や古典や文法）の点数 

思考・判断・表現 

 聞き取りテスト・暗唱テストの点数 

 発表や対話・討論に関わる課題への取り組みの内容 

 定期テスト・課題作文の記述の点数 

 ノートに記録している意見文や感想文の記述 

 定期テストの思考を問う問題の点数 

主体的に学習に取り組む態度 

 授業中の作成したノートに自分のためになるような表現や工夫をしてい

る。 

 授業中に主体的に活動する姿（発言や問題への取組、周りとの相談する

姿、教員への質問等）がある。 

 学習評価カードを熱心に記入し、学習内容の定着を図ろうとしたり修正

しようとしたりしている。 

 

3 学習の計画と学習目標 

単元（題材） 

内容、項目、

事項 

知識・技能 

思考・判断・表現 主体的に学習
に取り組む態

度 
Ａ 話すこと・聞くこと Ｂ 書くこと Ｃ 読むこと 

世界は美し

いと 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，語
感を磨き語彙を豊か
にしている。（(1)イ） 

→詩に用いられている
語句や表現に着目し
て考えている。 

   ・進んで語感
を磨き，友達
の考えや今
までの学習
を生かして
詩の解釈や
朗読をしよ
うとしてい
る。 

１ 深まる

学びへ 

握手 

 理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
し，話や文章の中で
使うことを通して，
語感を磨き語彙を
豊かにしようとし
ている。（(1)イ） 

→時間・場所など，「現
在」と「回想」の部分
を読み分けるポイン
トとなる語句や，登
場人物の心情や人物
像を表す言葉，比喩
表現などに着目して
いる。 

  ・「読むこと」において，文
章の種類を踏まえて，物
語の展開のしかたなど
を捉えようとしている。
（C(1)ア） 

→「現在」と「回想」の部
分を読み分け，物語の展
開のしかたの効果につ
いて考えている。 

・「読むこと」において，文
章を批判的に読みなが
ら，文章に表れているも
のの見方や考え方につ
いて考えようとしてい
る。（C(1)イ） 

→文章の内容に沿って登
場人物の生き方や価値
観を読み取り，自分の知
識や経験と比較しなが
ら考えている。 

 粘り強く物
語の展開の
しかたを捉
え，学習課
題に沿って
作品を批評
したり，考
えたことを
伝え合った
りしようと
している。 



 

 

評価しなが

ら聞く 

 情報の信頼性の確
かめ方を理解し使
っている。((2)イ) 
→根拠としている
情報について，事
実関係や裏付け
などに注意して
聞いている。 

・「話すこと・聞くこと」に
おいて，目的や場面に応
じて，社会生活の中から
話題を決め，多様な考え
を想定しながら材料を
整理し，伝え合う内容を
検討している。(A(1)ア) 

→自分の意見と根拠を明
確にし，相手の立場から
予想される反論につい
ても考えている。 

・「話すこと・聞くこと」に
おいて，話の展開を予測
しながら聞き，聞き取っ
た内容や表現のしかた
を評価して，自分の考え
を広げたり深めたりし
ている。(A(1)エ) 

→立場ごとの主張と根拠，
共通点と相違点を整理
してメモを取り，根拠の
適切さや自分の考えと
の違い，取り入れたい表
現などを伝え合ってい
る。 

  ・聞き取った
内容や表現
のしかたを
進んで評価
し，今までの
学習を生か
してメモし
ようとして
いる。 

季節のしお

り 春 

 理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
し，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
（(1)イ） 

→作品中の「春」を感じ
させる言葉に着目
し，情景を想像して
いる。 

   ・伝統的な言
語文化に関
するこれま
での学習を
生かして，積
極的に語感
を磨き，言語
文化を大切
にしようと
している。 

学びて時に

これを習ふ 

―「論語」か

ら 

 歴史的背景などに
注意して古典を読
むことを通して，そ
の世界に親しんで
いる。((3)ア) 

→教材文を参考に歴史
的背景を押さえ，教
材の書き下し文や訓
読文を読むことを通
して，「論語」の世界
に親しんでいる。 

    「読むこと」において，
文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，
人間，社会，自然などに
ついて，自分の意見を
もっている。(C(1)エ) 

→孔子の人間の生き方に
関する考えを，自分の生
き方や生活と関連づけ
て考えている。 

 人間，社会，
自然などに
ついて積極
的に自分の
意 見 を も
ち，今まで
の学習を生
かして朗読
したり考え
を伝え合っ
たりしよう
と し て い
る。 

情報整理の

レッスン 

情報の信頼

性 

 情報の信頼性の確
かめ方を理解し使
っている。((2)イ) 

→情報の発信日時，発
信源，情報の目的な
どの観点から，情報
の信頼性を確認して
いる。 

     学習課題に
沿って情報
の信頼性の
確かめ方を
理解し，積
極的に使お
うとしてい
る。 

文章の種類

を選んで書

こう 

・文章の種類とその特
徴について理解を深
めている。((1)ウ) 

→随筆，物語，報道文な
ど，さまざまな種類
の文章があることを
理解している。 

 ・「書くこと」において，目
的や意図に応じて，社会
生活の中から題材を決
め，集めた材料の客観性
や信頼性を確認し，伝え
たいことを明確にして
いる。(B(1)ア) 

→修学旅行で心に残った
出来事から題材を選び，
その題材に関する情報
や図表，写真を集め，出
典を明らかにして記事
の中で活用している。 

・「書くこと」において，文
章の種類を選択し，多様
な読み手を説得できる
ように論理の展開など
を考えて，文章の構成を
工夫している。(B(1)イ) 

→担当した記事の内容が
効果的に伝わる文章の
種類を選択し，その種類
に合わせた文章の構成
や表現を工夫している。 

 ・進んで文章
の種類を選
択し，学習の
見通しをも
って情報を
編集し文章
にまとめよ
うとしてい
る。 

漢字１ 熟

語の読み方 

漢字に親し

 第２学年までに学
習した常用漢字に
加え，その他の常用
漢字の大体を読ん
でいる。また，学年

    学習課題に
沿って，積
極的に漢字
を読んだり
書いたりし



 

 

もう１ 別漢字配当表に示
されている漢字に
ついて，文や文章の
中で使い慣れてい
る。((1)ア) 

→漢字の音訓や，熟語
における音訓の組み
合わせに注意して，
漢字を読んだり書い
たりしている。 

ようとして
いる。 

２ 視野を

広げて 

作られた「物

語」を超えて 

 具体と抽象など情
報と情報との関係
について理解を深
めている。((2)ア) 

→ゴリラの事例と人間
社会の話に着目し
て，具体と抽象の関
係を理解している。 

   ・「読むこと」において，文
章の種類を踏まえて，論
理の展開のしかたなど
を捉えている。（C(1)ア） 

→論説の特性を踏まえ，原
因と結果，意見と根拠，
具体と抽象などの関係
に着目して，論理の展開
のしかたを図式化する
などして捉えている。 

・「読むこと」において，文
章の構成や論理の展開，
表現のしかたについて
評価している。（C(1)ウ） 

→原因と結果，意見と根
拠，具体と抽象などの関
係に着目して，それらが
文章の中で無理なく結
び付いているかを確か
めながら，自分の考えを
まとめている。 

 進んで文章
の構成や論
理の展開の
しかたにつ
い て 評 価
し，情報と
情報の関係
について深
めた理解を
生かして，
文章にまと
めようとし
ている。 

思考のレッ

スン 

具体化・抽象

化 

具体と抽象など情報と
情報との関係につい
て理解を深めてい
る。((2)ア) 

→具体と抽象の関係に
ある論理の展開のし
かたや，抽象と具体
の程度を捉えながら
読んだり書いたりし
ている。 

    ・具体と抽象
の関係につ
いて積極的
に理解し，学
習した内容
を生かして
課題に取り
組もうとし
ている。 

硬筆【書写】  行書の筆の運びを
理解している。 

    漢字の行書
とそれに調
和した仮名
の書き方を
意識して書
こうとして
いる。 

説得力のあ

る構成を考

えよう 

資料 リオ

の伝説のス

ピーチ 

 情報の信頼性の確
かめ方を理解し使
っている。((2)イ) 

→情報の発信者・出典，
調査方法，情報の数
などが適切か確認し
て，必要な情報を集
めている。 

・「話すこと・聞くこと」に
おいて，目的や場面に応
じて，社会生活の中から
話題を決め，多様な考え
を想定しながら材料を
整理し，伝え合う内容を
検討している。（A(1)ア） 

→話す目的や相手を明確
にし，相手の立場に立っ
て，伝える必要がある情
報を選んでいる。 

・「話すこと・聞くこと」に
おいて，自分の立場や考
えを明確にし，相手を説
得できるように論理の
展開などを考えて，話の
構成を工夫している。
（A(1)イ） 

→興味を引く導入や明確
な主張，聞き手が納得で
きる根拠や提案の設定，
適切な説明の順序など
を考えて，話を構成して
いる。 

   相手を説得
できるよう
に粘り強く
論理の展開
などを考え
て話の構成
を工夫し，
今までの学
習を生かし
て自分の考
えを話そう
と し て い
る。 

漢字に親し

もう２ 

 第２学年までに学
習した常用漢字に
加え，その他の常用
漢字の大体を読ん
でいる。また，学年
別漢字配当表に示
されている漢字に
ついて，文や文章の
中で使い慣れてい
る。（(1)ア) 

→文や文章の中で漢字
を読んだり書いたり
することに慣れてい

      学習課題に
沿って，積
極的に漢字
を読んだり
書いたりし
ようとして
いる。 



 

 

る。 

文法への扉

１ 

すいかは幾

つ必要？ 

単語の活用，助詞や助
動詞などの働き，文
の成分の順序や照応
など文の構成につい
て理解するととも
に，話や文章の構成
や展開について理解
を深めている。（2年
(1)オ） 

→既習の文法事項が，
日常の会話や文章を
見直したり文の表現
効果を考えたりする
際のポイントになる
ことを理解してい
る。 

   ・助詞や助動
詞の働きな
どを進んで
振り返り，今
までの学習
を生かして
練習問題に
取り組もう
としている。 

情報社会を

生きる 

実用的な文

章を読もう

／ 

報道文を比

較して読も

う 

・情報の信頼性の確か
め方を理解し使って
いる。((2)イ) 

→実用的な文章の資料
ごとに，情報の発信
者・発信時・発信目的
を確認している。 

  ・「書くこと」において，
目的や意図に応じて，
社会生活の中から題材
を決め，集めた材料の
客観性や信頼性を確認
し，伝えたいことを明
確にしている。（B(1)
ア） 

 →観点ごとに情報を整
理し，着眼的を参考に
情報の客観性や信頼性
を確認しながら表にま
とめている。 

・「読むこと」において，文
章を批判的に読みなが
ら，文章に表れているも
のの見方や考え方につ
いて考えている。（C(1)
イ） 

→事実や事例の選び方，取
り上げ方や語句の選び
方に着目して文章を読
み，書き手の思惑や意図
について考えている。 

・「読むこと」において，文
章の構成や論理の展開，
表現のしかたについて
評価している。（C(1)ウ） 

→読み手に必要な情報を
過不足なく伝えている
か，読み手の状況に合わ
せた言葉や表現を使っ
ているか，不親切で誤解
を招く表現になってい
ないかなどの点に着目
して文章を読み，課題に
取り組んでいる。 

・積極的に情
報の信頼性
の確かめ方
を使って読
み，学習した
ことを踏ま
えて実生活
への生かし
方を考えよ
うとしてい
る。また，文
章の構成や
論理の展開，
表現のしか
たについて
進んで評価
し，学習課題
に沿って報
道の文章を
比較し，考え
をまとめよ
うとしてい
る。 

３ 言葉と

ともに 

俳句の可能

性 

俳句を味わ

う 

 理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
し，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
（(1)イ） 

→俳句で使われている
語句の意味を理解し
たり，豊かなイメー
ジを喚起する効果的
な語句に着目したり
している。 

 ・文章の種類とそ
の特徴について理
解を深めている。
((1)ウ) 

→俳句の形式とその特
徴について理解し，
俳句を創作してい
る。 

 ・「書くこと」において，多
様な読み手を説得でき
るように論理の展開な
どを考えて，文章の構成
を工夫している。（B(1)
イ） 

→伝えたいことが効果的
に伝わる構成（語順）を
考えて，俳句を創作して
いる。 

・「書くこと」において，表
現のしかたを考えるな
ど，自分の考えがわかり
やすく伝わる文章にな
るように工夫している。
（B(1)ウ） 

→自分の思いや考えがわ
かりやすく伝わるよう
に，語句や表現を工夫し
て俳句を創作している。 

・「読むこと」において，文
章の構成や表現のしか
たについて評価してい
る。（C(1)ウ） 

→語句の選び方や表現の
しかたに着目して俳句
を読み，評価している。 

 進んで文章
の種類とそ
の特徴につ
い て 理 解
し，学習課
題 に 沿 っ
て，鑑賞文
を書いたり
俳句を創作
したりしよ
うとしてい
る。 

言葉を選ぼ

う 

・時間の経過による言
葉の変化や世代によ
る言葉の違いについ
て理解している。
（(3)ウ） 

→古典や近代文学，年
配の人との会話の例
などの中から，自分
たちの世代とは異な
る言葉の使い方を見
つけている。 

   ・時間の経過
による言葉
の変化や世
代による言
葉の違いに
ついて進ん
で理解し，試
行錯誤しな
がら相手や
場面によっ
て言葉を選
んで話そう
としている。 

言葉１ 和

語・漢語・外

来語 

 理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
し，和語，漢語，外
来語などを使い分
けることを通して，
語感を磨き語彙を
豊かにしている。
（(1)イ） 

→和語・漢語・外来語に
ついて理解し，相手

   ・進んで和語・
漢語・外来語
を理解し，今
までの学習
を生かして
相手や場面
に応じて適
切に使い分
けようとし
ている。 



 

 

や場面に応じて適切
に使い分けている。 

いつも本は

そばに 

読書を楽し

む 

・自分の生き方や社会
との関わり方を支え
る読書の意義と効用
について理解してい
る。（(3)オ） 

→さまざまな読書の楽
しみ方について理解
し，読書活動を通し
て，読書の楽しさや
意義を発見してい
る。 

     進んで読書
の意義と効
用について
理解し，見
通しをもっ
て読書を楽
しむ活動に
参加しよう
と し て い
る。 

「私の一冊」

を探しにい

こう 

読書案内 

読書コラム 

 自分の生き方や社
会との関わり方を
支える読書の意義
と効用について理
解しようとしてい
る。（(3)オ） 

→本のさまざまな探し
方について理解し，
興味がもてそうな本
を見つけている。 

   「読むこと」において，
文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，
人間，社会，自然などに
ついて，自分の意見を
もっている。（C(1)エ） 

→登場人物の生き方，作品
に描かれた時代，社会状
況などの観点から，自分
の考えを書評にまとめ
ている。 

 進んで読書
の意義と効
用について
理解し，今
までの学習
を生かして
本を選んだ
り読んだこ
とを書評な
どにまとめ
たりしよう
と し て い
る。 

季節のしお

り 夏 

 理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
し，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
（(1)イ） 

→作品中の「夏」を感じ
させる言葉に着目
し，情景を想像して
いる。 

     伝統的な言
語文化に関
するこれま
での学習を
生かして，
積極的に語
感を磨き，
言語文化を
大切にしよ
うとしてい
る。 

４ 状況の

中で 

挨拶―原爆

の写真によ

せて 

 理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
し，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
（(1)イ） 

→比喩や象徴的な表現
に着目し，文脈の中
での意味を考えてい
る。 

   ・「読むこと」において，詩
の構成や表現のしかた
について評価している。
（C(1)ウ） 

→詩に用いられている比
喩や象徴的な表現の効
果について自分の考え
をまとめている。 

・「読むこと」において，詩
を読んで考えを広げた
り深めたりして，人間，
社会，自然などについ
て，自分の意見をもって
いる。(C(1)エ) 

→現代社会の状況と重ね
合わせながら詩を読み
深め，作者の思いや考え
に対して自分の考えを
まとめている。 

 詩の構成や
表現のしか
たについて
積極的に評
価し，学習
課題に沿っ
て読み深め
た詩につい
て，感じた
ことや考え
たことを伝
え合おうと
している。 

故郷  自分の生き方や社
会との関わり方を
支える読書の意義
と効用について理
解している。（(3)
オ） 

→文学作品を読むこと
が，自分の人生や自
分が生きている社会
について深く考える
きっかけとなること
に気づいている。 

    ・「読むこと」において，
文章を批判的に読みな
がら，文章に表れてい
るものの見方や考え方
について考えている。
（C(1)イ） 

→自分の知識や経験と比
べたり，語り手や人物の
立場，時代背景などを変
えて読んでみたりして，
作品のもつ特性や価値
を探っている。 

 ・「読むこと」において，
文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，
人間，社会，自然などに
ついて，自分の意見を
もっている。（C(1)エ） 

→「私」が考えている「希
望」や望む社会の在り方
などについてどう考え
るか，根拠に基づいて自
分の意見を述べている。 

 粘り強く文
章を批判的
に読み，今
までの学習
を生かして
小説を批評
したり，自
分の考えを
まとめたり
しようとし
ている。 

聞き上手に

なろう 

 敬語などの相手や
場に応じた言葉遣
いを理解し，適切に
使っている。（(1)
エ） 

→話し手や聞き手が，

「話すこと・聞くこと」に
おいて，話の展開を予測
しながら聞き，聞き取っ
た内容や表現のしかた
を評価して，自分の考え
を広げたり深めたりし

  ・粘り強く話
の展開を予
測しながら
聞き，今まで
の学習を生
かして質問



 

 

対談の中で，適切な
言葉遣いをしてい
る。 

ている。(A(1)エ) 
→自分の知識や経験など
と結び付けながら話を
聞き，対談の中で，相手
の思いに迫ることがで
きた質問や話を豊かに
展開させた応答は，どの
ようなものだったか捉
えている。 

したり評価
を述べたり
しようとし
ている。 

論理の展開

を整える 

 具体と抽象など情
報と情報との関係
について理解を深
めている。((2)ア) 

→「具体と抽象」，「事実
と意見」，「意見と根
拠」について既習し
た内容を振り返りな
がら課題に取り組ん
でいる。 

 「書くこと」において，目
的や意図に応じた表現
になっているかなどを
確かめて，文章全体を整
えている。(B(1)エ) 

→課題に沿って文章を推
敲し，論理の展開を整え
ている。 

  目的や意図
に応じた表
現になって
いるかを粘
り強く確か
め，情報と
情報との関
係の知識を
生かして推
敲しようと
している。 

言葉２ 

慣用句・こと

わざ・故事成

語 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，慣
用句や四字熟語など
について理解を深
め，話や文章の中で
使うとともに，語感
を磨き語彙を豊かに
している。（(1)イ） 

→慣用句を使って短文
を作ったり，ことわ
ざや故事成語を調べ
たりしている。 

   ・積極的に慣
用句やこと
わざ，故事成
語を理解し，
今までの学
習を生かし
て短文を作
ったり調べ
たりしよう
としている。 

漢字２ 漢

字の造語力 

漢字に親し

もう３ 

 第２学年までに学
習した常用漢字に
加え，その他の常用
漢字の大体を読ん
でいる。また，学年
別漢字配当表に示
されている漢字に
ついて，文や文章の
中で使い慣れてい
る。((1)ア) 

→漢字の造語力を意識
しながら，漢字を読
んだり書いたりして
いる。 

     学習課題に
沿って，積
極的に漢字
を読んだり
書いたりし
ようとして
いる。 

５ 自らの

考えを 

複数の意見

を読んで、考

えよう―正

解が一つに

決まらない

課題と向き

合う 

 情報の信頼性の確
かめ方を理解し使
っている。 

→自分の知識や経験と
比べ，筆者の意見や
根拠に納得できるか
どうか検討しようと
している。((2)イ) 

   ・「読むこと」において，
文章を批判的に読みな
がら，文章に表れてい
るものの見方や考え方
について考えている。
（C(1)イ） 

→文章を比較して共通点
や相違点を表にまとめ，
それを基に，話し合って
いる。 

 ・「読むこと」において，
文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，
人間，社会，自然などに
ついて，自分の意見を
もっている。（C(1)エ） 

→自分の立場を明確にし，
根拠となる事実を引用
するなどして，自分の意
見を書いている。 

 積極的に文
章を批判的
に読み，学
習課題に沿
って自分の
考えを文章
にまとめよ
うとしてい
る 

多角的に分

析して書こ

う 

 具体と抽象など情
報と情報との関係
について理解を深
めている。（(2)ア） 

→具体的な題材を基
に，その価値につい
てまとめている。 

 ・「書くこと」において，文
章の種類を選択し，多様
な読み手を説得できる
ように論理の展開など
を考えて，文章の構成を
工夫している。（B(1)イ） 

→観点を決めて問いと考
えを書き出し，表にまと
めるなどして分析して
いる。 

・「書くこと」において，表
現のしかたを考えたり
資料を適切に引用した
りするなど，自分の考え
がわかりやすく伝わる
文章になるように工夫
している。（B(1)ウ） 

→自分の意見を支える根

  ・粘り強く表
現のしかた
を考えたり
資料を適切
に引用した
りし，学習の
見通しをも
って批評文
を書こうと
している。 



 

 

拠となる資料を引用す
るなどして構成を考え，
批評文を書いている。 

漢字に親し

もう４ 

第２学年までに学習し
た常用漢字に加え，
その他の常用漢字の
大体を読んでいる。
また，学年別漢字配
当表に示されている
漢字について，文や
文章の中で使い慣れ
ている。（(1)ア） 

→文や文章の中で漢字
を読んだり書いたり
することに慣れてい
る。 

   ・学習課題に
沿って，積極
的に漢字を
読んだり書
いたりしよ
うとしてい
る。 

話し合いを

効果的に進

める 

・具体と抽象など情報
と情報との関係につ
いて理解を深めてい
る。（(2)ア） 

→全体に関わる大きな
論点から，具体的な
論点へと話し合いを
進める方法を考えて
いる。 

「話すこと・聞くこと」に
おいて，進行のしかたを
工夫したり互いの発言
を生かしたりしながら
話し合い，合意形成に向
けて考えを広げたり深
めたりしている。（A(1)
オ） 

→話し合いの目的や進み
具合など展望をもって
効果的に話し合う工夫
を考えている。 

  ・積極的に進
行のしかた
を工夫し，学
習したこと
を生かして
効果的な話
し合いにつ
いて考えよ
うとしてい
る。 

合意形成に

向けて話し

合おう 

 具体と抽象など情
報と情報との関係
について理解を深
めている。（(2)ア） 

→複数の発言の共通点
を結び付けて，一つ
の提案にまとめてい
る。 

「話すこと・聞くこと」に
おいて，進行のしかたを
工夫したり互いの発言
を生かしたりしながら
話し合い，合意形成に向
けて考えを広げたり深
めたりしている。（A(1)
オ） 

→提案を分類・整理し，観
点を決めて検討したり，
互いの意見の長所を生
かしたりして話し合っ
ている。 

   合意形成に
向けて粘り
強く考えを
広げたり深
めたりし，
学習の見通
しをもって
話し合おう
と し て い
る。 

聴きひたる 

初恋 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，語
感を磨き，語彙を豊
かにしている。（(1)
イ） 

→言葉の響きやリズム
を味わいながら朗読
している。 

  「読むこと」において，詩
の構成や展開，表現のし
かたについて評価して
いる。（C(1)ウ） 

→文語定型詩の構成や場
面の展開に注意して，表
現された情景や心情を
想像している。 

・進んで語感
を磨き，今ま
での学習を
生かして朗
読したり自
分の考えを
述べたりし
ようとして
いる。 

季節のしお

り 秋 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，語
感を磨き語彙を豊か
にしている。（(1)イ） 

→作品中の「秋」を感じ
させる言葉に着目
し，情景を想像して
いる。 

   ・伝統的な言
語文化に関
するこれま
での学習を
生かして，積
極的に語感
を磨き，言語
文化を大切
にしようと
している。 

６ いにし

えの心を受

け継ぐ 

和歌の世界 

音読を楽し

もう 古今

和歌集仮名

序 

歴史的背景などに注意
して古典を読むこと
を通して，その世界
に親しんでいる。
（(3)ア） 

→「和歌の世界」を読ん
だり，「仮名序」を朗
読して比喩的な効果
を確認したりしなが
ら，和歌に対する古
人の思いを捉えよう
としている。 

   ・進んで古典
の世界に親
しみ，今まで
の学習を生
かして朗読
しようとし
ている。 

君待つと―

―万葉・古

今・新古今 

・歴史的背景などに注
意して古典を読むこ
とを通して，その世
界に親しんでいる。
（(3)ア） 

→三つの歌集の歌を比
較したり朗読したり
して，それぞれの作
者の心情や情景を想

  「読むこと」において，和
歌の表現のしかたにつ
いて評価している。
（C(1)ウ） 

→心情や情景，和歌の表現
方法などについて自分
の考えをもっている。 

・進んで和歌
の表現のし
かたについ
て評価し，見
通しをもっ
て鑑賞文を
書こうとし
ている。 



 

 

像している。 
・長く親しまれている
言葉や古典の一節を
引用するなどして使
っている。（(3)イ） 

 →気に入った言葉や
表現の効果などに気
づき，引用している。 

夏草――「お

くのほそ道」

から 

 

・歴史的背景などに注
意して古典を読むこ
とを通して，その世
界に親しんでいる。
（(3)ア） 

→作者や作品について
興味をもち，俳句と
地の文との関係に注
意しながら朗読して
いる。 

・長く親しまれている
言葉や古典の一節を
引用するなどして使
っている。 

→古典の言葉を引用し
て鑑賞文やメッセー
ジを書いている。
（(3)イ） 

 ・「書くこと」において，文
章の種類を選択し，多様
な読み手を説得できる
ように論理の展開など
を考えて，文章の構成を
工夫している。（B(1)イ） 

→自分の思いを表現する
のにふさわしい文章の
種類を選び，相手の状況
を踏まえて構成を工夫
してメッセージを書い
ている。 

・「読むこと」において，文
章を読んで考えを広げ
たり深めたりして，人
間，社会，自然などにつ
いて，自分の意見をもっ
ている。（C(1)エ） 

→芭蕉の「旅」についての
考えを読み取り，現代の
「旅」がもつ意味と比較
している。 

→芭蕉が見たものや感じ
たことを想像している。 

・人間，社会，
自然などに
ついて進ん
で自分の意
見をもち，今
までの学習
を生かして
発表したり
文章にまと
めたりしよ
うとしてい
る。 

古典名句・名

言集 

・歴史的背景などに注
意して古典を読むこ
とを通して，その世
界に親しんでいる。
（(3)ア） 

→作者や作品の時代背
景を知り，古典 
の名句・名言を朗読
している。 

・長く親しまれている
言葉や古典の一節を
引用するなどして使
っている。（(3)イ） 

→気に入った名句や名
言をノートに書いた
り，それについて自
分の考えを書いたり
している。 

   ・長く親しま
れている言
葉や古典の
一節を進ん
で引用する
などし，今ま
での学習を
生かして朗
読したり書
き出したり
しようとし
ている。 

７ 価値を

生み出す 

それでも、言

葉を 

理解したり表現したり
するために必要な語
句の量を増し，慣用
句や四字熟語などに
ついて理解を深め，
話や文章の中で使う
とともに，和語，漢
語，外来語などを使
い分けることを通し
て，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
（（1)イ） 

→抽象的な概念を表す
語句を辞書で調べた
り，文脈上での意味
を確認したりしなが
ら，文章を読んでい
る。 

  「読むこと」において，文
章を読んで考えを広げ
たり深めたりして，人
間，社会，自然などにつ
いて，自分の意見をもっ
ている。（C(1)エ） 

→文章を批判的に読み，友
達と意見を交換しなが
ら，筆者の考えについて
自分の考えをまとめて
いる。 

・人間，社会，
自然などに
ついて進ん
で自分の意
見をもち，今
までの学習
を生かして，
理解したこ
とや考えた
ことについ
て討論した
り文章にま
とめたりし
ようとして
いる。 

合意形成に

向けて話し

合おう 

・具体と抽象など情報
と情報との関係につ
いて理解を深めてい
る。（(2)ア） 

→具体的な情報を基
に，着眼点を決めて
分析し，自分の考え
をまとめている。 

 「書くこと」において，論
理の展開などについて，
読み手からの助言など
を踏まえ，自分の文章の
よい点や改善点を見い
だしている。（B(1)オ） 

→資料から読み取ったこ
とと考えとの関連など
について，改善点を助言
し合って推敲している。 

 ・論理の展開
などについ
て，読み手か
らの助言な
どを踏まえ
て粘り強く
推敲し，学習
の見通しを
もって小論
文を書こう
としている。 

漢字３ 漢

字のまとめ 

漢字に親し

もう５ 

・第２学年までに学習
した常用漢字に加
え，その他の常用漢
字の大体を読んでい
る。また，学年別漢字
配当表に示されてい
る漢字について，文
や文章の中で使い慣
れている。（(1)ア） 

→文や文章の中で漢字
を読んだり書いたり
することに慣れてい

   ・学習課題に
沿って，積極
的に漢字を
読んだり書
いたりしよ
うとしてい
る。 



 

 

る。 

文法への扉

２ 

「ない」の違

いがわから

ない？ 

・単語の類別について
理解するとともに，
単語の活用，助詞や
助動詞などの働きに
ついて理解してい
る。（1年(1)エ，2年
(1)オ） 

→「ない」の違いについ
て品詞や働きの違い
を文章の中で理解し
ている。 

   ・単語の活用，
助詞や助動
詞などの働
きについて
進んで理解
し，これまで
の学習を生
かして課題
に取り組も
うとしてい
る。 

書き初め【書

写】 

・漢字と仮名の字の大
きさを意識し、楷書
とは異なる行書の筆
脈を理解している。 

   ・行書の筆脈
を意識しな
がら、長紙に
五字をバラ
ンスよく配
置しようと
している。 

いつも本は

そばに 

本は世界へ

の扉 

読書案内 

自分の生き方や社会と
の関わり方を支える
読書の意義と効用に
ついて理解してい
る。（(3)オ） 

→二つのノンフィクシ
ョンを読み，読書に
よって，さまざまな
状況に生きる人々や
そこで活動する人々
について知ったり，
読書が自分の生き方
を支えてくれること
に気づいたりする。 

  ・「読むこと」において，文
章を読んで考えを広げ
たり深めたりして，人
間，社会，自然などにつ
いて，自分の意見をもっ
ている。（C(1)エ） 

→読書を通して，考えたこ
とや気づいたことを読
書ノートに書いたり，
「私のおすすめ」として
紹介したりしている。 

・進んで読書
の意義と効
用について
理解し，今ま
での学習や
経験を生か
して，ノンフ
ィクション
を読んで考
えたことを
まとめよう
としている。 

季節のしお

り 冬 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，語
感を磨き語彙を豊か
にしている。（(1)イ） 

→作品中の「冬」を感じ
させる言葉に着目
し，情景を想像して
いる。 

   ・伝統的な言
語文化に関
するこれま
での学習を
生かして，積
極的に語感
を磨き，言語
文化を大切
にしようと
している。 

８ 未来へ

向かって 

温かいスー

プ 

・自分の生き方や社会
との関わり方を支え
る読書の意義と効用
について理解してい
る。（(3)オ） 

→文章に表現された人
と人との関係を通し
て，国際性とは何か
を読み取ったり，読
書が自分の生き方や
社会について考える
きっかけとなること
に気づいたりしてい
る。 

  ・「読むこと」において，文
章を読んで考えを広げ
たり深めたりして，人
間，社会，自然などにつ
いて，自分の意見をもっ
ている。（C(1)エ） 

→自分の生き方と作品に
表現された考え方を比
較して，「国際性」とは何
か自分の考えをまとめ
ている。 

・人間，社会，
自然などに
ついて進ん
で自分の意
見をもち，今
までの学習
や経験を生
かして批評
したり考え
を伝え合っ
たりしよう
としている。 

わたしを束

ねないで 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，語
感を磨き語彙を豊か
にしている。（(1)イ） 

→言葉の使われ方や表
現の特色に気をつけ
ながら詩を朗読して
いる。 

  ・「読むこと」において，詩
を読んで考えを広げた
り深めたりして，人間，
社会，自然などについ
て，自分の意見をもって
いる。（C(1)エ） 

→詩に描かれた情景や作
者の思いを想像しなが
ら，社会状況や人間の生
き方について考えてい
る。 

・詩を読んで
進んで考え
を広げたり
深めたりし，
今までの学
習を生かし
て，作品の価
値や自分の
可能性につ
いて考えを
まとめよう
としている。 

三年間の歩

みを振り返

ろう 

・理解したり表現した
りするために必要な
語句の量を増し，慣
用句や四字熟語など
について理解を深
め，話や文章の中で
使うとともに，和語，
漢語，外来語などを
使い分けることを通
して，語感を磨き語
彙を豊かにする。
（(1)イ） 

→目的や相手を意識し
て言葉を選び，冊子
をまとめようとして

・「話すこと・聞くこと」に
おいて，場の状況に応じ
て言葉を選ぶなど，自分
の考えがわかりやすく
伝わるように表現を工
夫している。（A(1)ウ） 

→相手を意識して敬語を
適切に使い，自分の考え
がわかりやすく伝わる
ように構成を考えて発
表している。 

・「書くこと」において，文
章の種類を選択し，多様
な読み手を説得できる
ように論理の展開など
を考えて，文章の構成を
工夫している。（B(1)イ） 

→自分の考えや思いがわ
かりやすく伝わるよう
に構成や内容を考えて
冊子を作っている。 

 ・粘り強く言
葉を選んだ
り構成を工
夫したりし，
今までの学
習を生かし
て，文章にま
とめたり，友
達の発表を
聞いて質問
したり評価
したりしよ
うとしてい
る。 



 

 

いる。 
・敬語などの相手や場
に応じた言葉遣いを
理解し，適切に使っ
ている。（(1)エ） 

→相手や場を意識しな
がら適切な言葉を選
び，自分の考えを伝
えている。 

漢字に親し

もう６ 

・第２学年までに学習
した常用漢字に加
え，その他の常用漢
字の大体を読んでい
る。また，学年別漢字
配当表に示されてい
る漢字について，文
や文章の中で使い慣
れている。（知・技(1)
ア） 

→音訓や部首などに気
をつけて，これまで
に学習した漢字を読
んだり書いたりして
いる。 

   ・学習課題に
沿って，積極
的に漢字を
読んだり書
いたりしよ
うとしてい
る。 

保護者への
手紙 

・敬語などの相手や場
に応じた言葉遣いを
理解し，適切に使っ
ている。（(1)エ） 

 →相手や場を意識
して敬語を使って
スピーチしたり，説
明文を書いたりし
ている。 

  ・「書くこと」において，表
現のしかたを考えたり
資料を適切に引用した
りするなど，自分の考え
がわかりやすく伝わる
文章になるように工夫
している。（B(1)ウ） 

→本文から根拠となる部
分を挙げて，客観的に自
分の考えを書いている。 

 粘り強く文
章や資料を
読み取り，
今までの学
習を生かし
てそれぞれ
の学習課題
に取り組も
うとしてい
る。 

 評価方法 評価方法 評価方法 評価方法 評価方法 

 課題テスト・作品の点
検など 

グループ活動の観察・メモ
の取り方・発表、音読など
（個人、群読） 

作文活動の評価・ノート点
検など 

課題テスト・読み取りワー
クシートの点検など  

生徒観察・挙手
や発言・自己評
価カードの点
検など 

 



 

 

【社会科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，現代社会を形成する公民

としての資質・能力の基礎を育成する。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 
①授業中の挙手、発言、ノートの記述・課題等 ②ミニテスト ③定期

テスト  

思考・判断・表現 ①授業中の発言②単元のまとめ・レポート課題 ③定期テスト 

主体的に学習に取り組む態度 
①授業中の挙手、発言、ノートの記述・課題等 ②単元のまとめ・レポ

ート課題 ③その他提出物 

 

3 学習の計画と学習目標 

章 単元等 時数 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第
６
章 

①第一次世界

大戦と日本 
7 

第一次世界大戦の背景と

その影響，民族運動の高ま

りと国際協調の動きを基に，

第一次世界大戦前後の国

際情勢と，大戦後に国際平

和への努力がなされたこと

を理解している。 

戦争に向かう時期の社会や

生活の変化，世界の動きと

我が国との関連などに着目

して，事象を相互に関連付

けるなどして，第一次世界

大戦前後の国際情勢につ

いて近代の社会の変化の

様子を多面的・多角的に考

察し，表現している。 

第一次世界大戦と日本に

ついて，そこで見られる課

題を主体的に追究しようとし

ている。 

 
 

②大正デモクラ

シーの時代 
5 

我が国の国民の政治的自

覚の高まりと文化の大衆化

などを基に，第一次世界大

戦前後の国際情勢及び我

が国の動きと，大戦後に国

際平和への努力がなされた

ことを理解する。 

世界の動きと我が国との関

連などに着目して，事象を

相互に関連付けるなどし

て，第一次世界大戦前後の

国際情勢と大衆の出現を多

面的・多角的に考察し，表

現する。 

大正デモクラシーの時代に

ついて，そこで見られる課

題を主体的に追究しようとし

ている。 

 
 

③世界恐慌と

日本の中国侵

略 

7 

経済の世界的な混乱と社会

的問題の発生，昭和初期か

ら第二次世界大戦の終結ま

での我が国の政治・外交の

動き，中国などアジア諸国

との関係，欧米諸国の動

き，戦時下の国民の生活な

どを基に，軍部の台頭から

戦争までの経過と，大戦が

経済の変化の政治への影

響，戦争に向かう時期の社

会や生活  の変化，世界

の動きと我が国との関連な

どに着目して，事象を相互

に関連付けるなどして，第

一次世界大戦後の国際情

勢と大衆の出現，第二次世

界大戦と人類への惨禍に

ついて近代の社会の変化

世界恐慌と日本の中国侵

略について，そこで見られ

る課題を主体的に追究しよ

うとしている。 



 

 

人類全体に惨禍をもたらし

たことを理解している。 

の様子を多面的・多角的に

考察し，表現している。 

 
 

④第二次世界

大戦と日本 
6 

昭和初期から第二次世界

大戦の終結までの我が国の

政治・外交の動き，中国な

どアジア諸国との関係，欧

米諸国の動き，戦時下の国

民の生活などを基に，軍部

の台頭から戦争までの経過

と，大戦が人類全体に惨禍

をもたらしたことを理解して

いる。 

経済の変化の政治への影

響，戦争に向かう時期の社

会や生活の変化，世界の動

きと我が国との関連などに

着目して，事象を相互に関

連付けるなどして，第一次

世界大戦後の国際情勢と

大衆の出現，第二次世界

大戦と人類への惨禍につい

て近代の社会の変化の様

子を多面的・多角的に考察

し，表現させる。 

第二次世界大戦と日本つ

いて，そこで見られる課題を

主体的に追究しようとしてい

る。 

第
７
章 

①戦後日本の

出発 
4 

占領下の日本で，様々な改

革が行われ，民主的な新し

い日本が建設されていった

ことを理解している。 

新しい日本が民主的な国

家を建設していった過程

を，占領下の諸改革や国民

の苦難と関連させながら，

多面的・多角的に考察し，

表現している。 

国民たちが苦難を克服して

いきながら，どのように新し

い日本を建設していったの

かについて，学習に見通し

をもち，振り返りを行いなが

ら課題の解決に取り組もうと

している。 
 

 

②冷戦と日本

の発展 
7 

冷戦が加速し，東西の対立

が深まった影響を受けて，

日本が国際社会に復帰し，

その後外交関係を広げてい

ったことを理解している。 

日本がどのように国際社会

に復帰し，経済成長を遂げ

ていったのかを，国際社会

の動きと関連付けながら考

察し，表現している。 

戦後日本の復興と成長の

様子ついて，学習に見通し

をもち，振り返りを行いなが

ら課題の解決に取り組もうと

している。 

 
 

③新たな時代

の日本と世界 
4 

冷戦がどのように終結した

のかや，その後も多くの課

題が残されている中で日本

が期待されている役割や日

本の国内外の動きや国際

社会における役割を理解し

ている。 

歴史と私たちとのつながり，

現在と未来の日本や世界

の在り方について，課題意

識をもって多面的・多角的

に考察，構想し，表現して

いる。 

持続可能な社会を創ってい

くにはどのようなことが必要

かを，これまでの歴史学習

を振り返り，学習の見通しに

生かしながら取り組んでい

る。 



 

 

第
１
章 

①現代社会の

特色と私たち 
5 

現代日本の特色として少子

高齢化，情報化，グローバ

ル化などが見られることに

ついて理解している。 

位置や空間的な広がり，推

移や変化などに着目して，

少子高齢化，情報化，グロ

ーバル化などが現在と将来

の政治，経済，国際関係に

与える影響について多面

的・多角的に考察し，表現

している。 

私たちが生きる現代社会に

ついて，現代社会に見られ

る課題の解決に向けて自ら

の学習を振り返りながら粘り

強く取り組み，主体的に社

会に関わろうとしている。 

 
 

②私たちの生

活と文化 
3 

現代社会における文化の

意義や影響について理解

している。 

位置や空間的な広がり，推

移や変化などに着目して，

文化の継承と創造の意義に

ついて多面的・多角的に考

察し，表現している。 

文化の特色について，現代

社会に見られる課題の解決

に向けて自らの学習を振り

返りながら粘り強く取り組

み，主体的に社会に関わろ

うとしている。 

 
 

③現代社会の

見方や考え方 
5 

人間は本来社会的存在で

あることを基に，個人の尊厳

と両性の本質的平等，契約

の重要性やそれを守ること

の意義及び個人の責任に

ついて理解している。 

対立と合意，効率と公正な

どに着目して，社会生活に

おける物事の決定の仕方，

契約を通した個人と社会と

の関係，決まりの役割につ

いて多面的・多角的に考察

し，表現している。 

現代社会を捉える枠組みに

ついて，現代社会に見られ

る課題の解決に向けて自ら

の学習を振り返りながら粘り

強く取り組み，主体的に社

会に関わろうとしている。 

第
２
章 

①人権と日本

国憲法 
7 

人権思想の歴史など歴史

的分野の学習内容を踏まえ

て，日本国憲法が基本的人

権の尊重，国民主権及び

平和主義を基本的原則とし

ていることについて理解し

ている。 

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重と法の支配など

に着目して，対話的な活動

を通じ日本国憲法が大切に

されてきた理由について，

多面的・多角的に考察，表

現している。 

日本国憲法が大切にされて

きた理由について，現代社

会に見られる課題の解決に

向けて自らの学習を振り返

りながら粘り強く取り組み，

主体的に社会に関わろうと

している。 

②人権と共生

社会 
7 

人間の尊重についての考

え方を，基本的人権を中心

に深め，法の意義を理解し

ている。 

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重と法の支配など

に着目して，日本国憲法に

おいて，人権保障が大切に

されている理由について，

対話的な活動を通じ，多面

的・多角的に考察，表現し

ている。 

人権保障が大切にされてい

る理由について，現代社会

に見られる課題の解決に向

けて自らの学習を振り返り

ながら粘り強く取り組み，主

体的に社会に関わろうとし

ている。 

③これからの人

権保障 
5 

社会の変化に伴って人権

の考え方が変化していく中

でも，民主的な社会生活を

営むためには，法に基づく

政治が大切であることを理

解している。 

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重と法の支配など

に着目して，社会の変化に

伴って新しい人権が認めら

れてきた理由について，対

話的な活動を通じ，多面

社会の変化に伴って新しい

人権が認められてきた理由

について，現代社会に見ら

れる課題の解決に向けて自

らの学習を振り返りながら粘



 

 

的・多角的に考察，表現し

ている。 

り強く取り組み，主体的に社

会に関わろうとしている。 

第
３
章 

①現代の民主

政治 
7 

議会制民主主義の意義，

多数決の原理とその運用の

在り方について理解してい

る。 

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重と法の支配，民

主主義などに着目して，民

主政治の推進と，公正な世

論の形成や選挙など国民

の政治参加との関連につい

て対話的な活動を通じ，多

面的・多角的に考察，構想

し，表現している。 

民主政治と政治参加につ

いて，現代社会に見られる

課題の解決に向けて自らの

学習を振り返りながら粘り強

く取り組み，主体的に社会

に関わろうとしている。 

 
 

②国の政治の

仕組み 
10 

国会を中心とする我が国の

民主政治の仕組みのあらま

しや政党の役割、国民の権

利を守り，社会の秩序を維

持するために，法に基づく

公正な裁判の保障があるこ

とについて理解している。 

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重と法の支配，民

主主義などに着目して，民

主政治の推進と，公正な世

論の形成や選挙など国民

の政治参加との関連につい

て対話的な活動を通じ，多

面的・多角的に考察，構想

し，表現している。 

民主政治と政治参加につ

いて，現代社会に見られる

課題の解決に向けて自らの

学習を振り返りながら粘り強

く取り組み，主体的に社会

に関わろうとしている。 

 
 

③地方自治と

私たち 
6 

地方自治の基本的な考え

方について理解している。

その際，地方公共団体の政

治の仕組み，住民の権利や

義務について理解してい

る。 

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重と法の支配，民

主主義などに着目して，民

主政治の推進と，公正な世

論の形成や選挙など国民

の政治参加との関連につい

て対話的な活動を通じ，多

面的・多角的に考察，構想

し，表現している。 

民主政治と政治参加につ

いて，現代社会に見られる

課題の解決に向けて自らの

学習を振り返りながら粘り強

く取り組み，主体的に社会

に関わろうとしている。 

第
４
章 

①消費生活と

市場経済 
6 

事例や統計資料などを収

集・選択し，読み取る学習

を通して，身近な消費生活

を中心に経済活動の意義

について理解している。 

対立と合意，効率と公正，

分業と交換，希少性などに

着目して，消費生活や流通

に関する様々な事例を基

に，個人や企業の経済活動

における役割と責任につい

て現代社会の生活と関連付

けて多面的・多角的に考察

したり，社会に見られる課題

の解決に向けて選択・判断

身近な事例の提示や，シミ

ュレーションなどの活動を通

して，市場の働きと経済に

ついて理解し，現代社会に

見られる課題の解決に向け

た学習を通して，自らの学

習を振り返りながら粘り強く

取り組み，主体的に社会に

関わろうとしている。 



 

 

したり，思考・判断したことを

説明したり，それらを基に議

論したりしている。 

 
 

②生産と労働 6 

現代の生産などの仕組み

や働き，勤労の権利と義

務，労働組合の意義及び

労働基準法の精神につい

て理解している。 

対立と合意，効率と公正，

分業と交換，希少性などに

着目して，社会生活におけ

る職業の意義と役割及び雇

用と労働条件の改善につい

て現代社会の生活と関連付

けて多面的・多角的に考察

したり，社会に見られる課題

の解決に向けて選択・判断

したり，思考・判断したことを

説明したり，それらを基に議

論したりしている。 

市場の働きと経済について

理解し，現代社会に見られ

る課題の解決に向けた学習

を通して，自らの学習を振り

返りながら粘り強く取り組

み，主体的に社会に関わろ

うとしている。 

 
 

③市場経済の

仕組みと金融 
7 

市場経済の基本的な考え

方について理解している。

その際，市場における価格

の決まり方や資源の配分に

ついて理解している。 

対立と合意，効率と公正，

分業と交換，希少性などに

着目して，個人や企業の経

済活動における役割と責任

について現代社会の生活と

関連付けて多面的・多角的

に考察したり，社会に見ら

れる課題の解決に向けて選

択・判断したり，思考・判断

したことを説明したり，それ

らを基に議論したりしてい

る。 

市場の働きと経済につい

て，現代社会に見られる課

題の解決に向けた学習を

通して，自らの学習を振り返

りながら粘り強く取り組み，

主体的に社会に関わろうと

している。 

 
 

④財政と国民

の福祉 
5 

社会資本の整備，少子高

齢社会における社会保障

の充実・安定化，消費者の

保護について，財政及び租

税の意義，国民の納税の義

務について理解している。 

対立と合意，効率と公正，

分業と交換，希少性などに

着目し，市場の働きに委ね

ることが難しい諸問題に関

して，国や地方公共団体が

果たす役割について多面

的・多角的に考察，構想し，

表現している 

国民の生活と政府の役割に

ついて，現代社会に見られ

る課題の解決に向けた学習

を通して，自らの学習を振り

返りながら粘り強く取り組

み，主体的に社会に関わろ

うとしている。 



 

 

 
 

⑤これからの経

済と社会 
3 

公害の防止など環境の保

全について，その意義を理

解している。 

対立と合意，効率と公正，

分業と交換，希少性などに

着目し，市場の働きに委ね

ることが難しい諸問題に関

して，国や地方公共団体が

果たす役割について多面

的・多角的に考察，構想し，

表現している。 

国民の生活と政府の役割に

ついて，現代社会に見られ

る課題の解決に向けた学習

を通して，自らの学習を振り

返りながら粘り強く取り組

み，主体的に社会に関わろ

うとしている。 

第
５
章 

①国際社会の

仕組み 
6 

世界平和の実現と人類の

福祉の増大のためには，国

際協調の観点から，国家間

の相互の主権の尊重と協

力，国際連合をはじめとす

る国際機構などの役割が大

切であることを理解してい

る。 

対立と合意，効率と公正，

協調，持続可能性などに着

目して，日本国憲法の平和

主義を基に，我が国の安全

と防衛，国際貢献を含む国

際社会における我が国の役

割について多面的・多角的

に考察，構想し，表現して

いる。 

世界平和と人類の福祉の

増大について，現代社会に

見られる課題の解決に向け

て自らの学習を振り返りな

がら粘り強く取り組み，主体

的に社会に関わろうとして

いる。 

 
 

②さまざまな国

際問題 
5 

地球環境，資源・エネルギ

ー，貧困などの課題の解決

のために経済的，技術的な

協力などが大切であること

を理解している。 

対立と合意，効率と公正，

協調，持続可能性などに着

目して，日本国憲法の平和

主義を基に，我が国の安全

と防衛，国際貢献を含む国

際社会における我が国の役

割について多面的・多角的

に考察，構想し，表現して

いる。 

世界平和と人類の福祉の

増大について，現代社会に

見られる課題の解決に向け

て自らの学習を振り返りな

がら粘り強く取り組み，主体

的に社会に関わろうとして

いる。 

 
 

③これからの地

球社会と日本 
3 

世界平和の実現と人類の

福祉の増大のためには，国

際協調の観点から，各国民

の相互理解と協力が大切で

あることを理解している。 

対立と合意，効率と公正，

協調，持続可能性などに着

目して，日本国憲法の平和

主義を基に，我が国の安全

と防衛，国際貢献を含む国

際社会における我が国の役

割について多面的・多角的

に考察，構想し，表現して

いる。 

世界平和と人類の福祉の

増大について，現代社会に

見られる課題の解決に向け

て自らの学習を振り返りな

がら粘り強く取り組み，主体

的に社会に関わろうとして

いる。 

終
章 

よりよい社会を

目指して 
4 

持続可能な社会の考えに

ついて，これまでの公民的

分野での学習を踏まえて，

理解を深めている。 

社会的な見方・考え方を働

かせ，私たちがより良い社

会を築いていくために解決

すべき課題を多面的・多角

的に考察，構想し，自分の

考えを説明，論述している。 

私たちがより良い社会を築

いていくために解決すべき

課題について，現代社会に

見られる課題の解決に向け

て自らの学習を振り返りな

がら粘り強く学習に取り組



 

 

み，主体的に社会に関わろ

うとしている。 

 



 

 

【数学科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

 数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め、数学的

な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに、数学的活動の楽しさ

や数学のよさを実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 
 毎単元で実施する小テスト（知識や計算技能について）の点数 

 定期テスト（知識や計算技能について）の点数 

思考・判断・表現 

 授業中に作成したノートに自分なりの表現や工夫が見られる。 

 振り返りシートや授業のまとめに、その授業で学んだことにせまる記述

（既習単元や他単元、他問題との関連性など）の記述がある。 

 定期テストの思考を問う問題の点数 

主体的に学習に取り組む態度 

 授業中に作成したノートやまとめに自分のためになるような表現や工夫

をしようとしている。（振り返りシート、ノート等） 

 授業中に学んだ知識や技能、考え方を身に付けようと工夫して学習して

いる。（授業の受け方、ノート、ワーク等） 

 テスト勉強（ワーク等）において、間違いから次にできるようになるた

めの工夫が見られる。（提出物等） 

 一度できなかった問題をそのままにせず、理解することに努めている

（再テストの点数等）。 

 授業中に主体的に活動する姿（発言や問題への取組、周りとの相談する

姿、教員への質問等）がある。 

 

3 学習の計画と学習目標 

単元（題材） 

内容、項目、事項 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１章 式の展開と因

数分解 

 

1節 式の展開と因数

分解 

2節 式の計算の利用 

・単項式と多項式の乗法及び多

項式を単項式で割る除法の計

算をすることができる。 

・簡単な１次式の乗法の計算及

び次の公式を用いる簡単な式

の展開や因数分解をすること

ができる。 

  (x＋a)(x＋b)＝x2＋(a＋b)x＋

ab 

(x＋a)2＝x2＋2ax＋a2 

(x－a)2＝x2－2ax＋a2 

(x＋a)(x－a)＝x2－a2 

・既に学習した計算の方法と関

連付けて，式の展開や因数分解

する方法を考察し表現するこ

とができる。 

・文字を用いた式を活用して数

量及び数量の関係を捉え説明

することができる。 

・式の展開や因数分解をするこ

との必要性や意味を考えよう

としている。 

・式の展開や因数分解について

学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・式の展開や因数分解を活用し

た問題解決の過程を振り返っ

て検討しようとしている。 

２章 平方根 

 

1 節 平方根 

2節 根号をふくむ式

の計算 

3 節 平方根の利用 

・数の平方根の必要性と意味を

理解している。 

・有理数，無理数の意味を理解

している。 

・数の平方根をふくむ簡単な式

の計算をすることができる。 

・具体的な場面で数の平方根を

用いて表したり処理したりす

ることができる。 

・これまでに学んだ文字式の計

算などと関連付けて，数の平

方根をふくむ式の計算の方法

を考察し表現することができ

る。 

・数の平方根を具体的な場面で

活用することができる。 

・数の平方根の必要性や意味を

考えようとしている。 

・数の平方根について学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

している。 

・数の平方根を活用した問題解

決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

３章 二次方程式 

 

1 節 二次方程式 

・2次方程式の必要性と意味及び

その解の意味を理解してい

る。 

・平方根や因数分解の考えをも

とにして，2次方程式を解く方

法を考察し表現することがで

・2次方程式の必要性と意味を考

えようとしている。 

・2 次方程式について学んだこ



 

 

2節 二次方程式の利

用 

・平方の形に変形し2次方程式を

解くことができる。 

・解の公式の意味を理解し，そ

れを用いて2次方程式を解くこ

とができる。 

・因数分解を利用して2次方程式

を解くことができる。 

・事象の中の数量やその関係に

着目し，2次方程式をつくるこ

とができる。 

きる。 

・具体的な問題の解決に2次方程

式を活用し，解が適切である

かどうかを判断することがで

きる。 

とを生活や学習に生かそうと

している。 

・2次方程式を活用した問題解決

の過程を振り返って検討しよ

うとしている。 

４章 関数 y=ax^2 

  

1 節 関数 y＝ax2 と

グラフ 

2 節 関数 y＝ax2 の

値の変化 

3節 いろいろな事象

と関数の利用 

・関数 y＝ax2について理解して

いる。 

・事象の中には関数y＝ax2とし

て捉えられるものがあること

を知っている。 

・関数y＝ax2を表，式，グラフ

を用いて表現したり，処理し

たりすることができる。 

・いろいろな事象の中に，関数

関係があることを理解してい

る。 

・関数 y＝ax2として捉えられる

２つの数量について，変化や

対応の特徴を見いだし，表，

式，グラフを相互に関連付け

て考察し表現することができ

る。 

・関数 y＝ax2を用いて具体的な

事象を捉え考察し表現するこ

とができる。 

・関数 y＝ax2の必要性と意味を

考えようとしている。 

・関数 y＝ax2について学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

している。 

・関数 y＝ax2を活用した問題解

決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

５章 図形と相似 

 

1 節 図形と相似 

2節 平行線と線分の

比 

3節 相似な図形の計

量 

4 節 相似の利用 

・平面図形の相似の意味及び三

角形の相似条件について理解

している。 

・相似な平面図形の相似比と面

積比の関係について理解して

いる。 

・基本的な立体の相似の意味を

理解し，相似な立体の相似比

と表面積の比や体積比の関係

について理解している。 

・誤差，有効数字の意味を理解

し，近似値をa×10nの形に表

現することができる。 

・三角形の相似条件などを基に

して図形の基本的な性質を論

理的に確かめることができ

る。 

・平行線と線分の比についての

性質を見いだし，それらを確

かめることができる。 

・相似な図形の性質を具体的な

場面で活用することができ

る。 

・図形の相似の意味や，相似な図

形の相似比と面積比や体積比

の関係を考えようとしている。 

・図形の相似について学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

している。 

・相似な図形の性質を活用した

問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

６章 円の性質 

 

1節 円周角と中心角 

2節 円の性質の利用 

・円周角と中心角の関係の意味

を理解し，それが証明できる

ことを知っている。 

・円周角の定理の逆が成り立つ

ことを知っている。 

・円周角と中心角の関係を見い

だすことができる。 

・円周角と中心角の関係を具体

的な場面で活用することがで

きる。 

・円周角と中心角の関係を見い

だそうとしている。 

・円周角と中心角の関係につい

て学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

・円周角と中心角を活用した問

題解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 

７章 三平方の定理 

 

1 節 直角三角形の 3

辺の関係 

2節 三平方の定理の

利用 

・三平方の定理の意味を理解

し，それが証明できることを

知っている。 

・三平方の定理を利用して，直

角三角形の辺の長さを求める

ことができる。 

・三平方の定理の逆が成り立つ

ことを知っている。 

・三平方の定理を見いだすこと

ができる。 

・三平方の定理を具体的な場面

で活用することができる。 

・三平方の定理を見いだそうと

している。 

・三平方の定理について学んだ

ことを生活や学習に生かそう

としている。 

・三平方の定理を活用した問題

解決の過程を振り返って検討

しようとしている。 

８章 標本調査 

 

1 節 標本調査 

・標本調査の必要性と意味を理

解している。 

・コンピュータなどの情報手段

を用いるなどして無作為に標

本を取り出し，整理すること

ができる。 

・標本調査の方法や結果を批判

的に考察し表現することがで

きる。 

・簡単な場合について標本調査

を行い，母集団の傾向を推定

し判断することができる。 

・標本調査の必要性と意味を考

えようとしている。 

・標本調査について学んだこと

を生活や学習に生かそうとし

ている。 

・標本調査を活用した問題解決

の過程を振り返って検討しよ

うとしている。 

 



 

 

【理科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通

して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な知識及び技能、科学的に探究する力、自然の事物・

現象に進んで関わり科学的に探究しようとする態度を育てる。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 

 定期テスト（知識や技能について）の点数。 

 課題テスト（知識や技能について）の点数。 

 実験において、実験器具を正しく利用できている。 

思考・判断・表現 

 授業中に作成したノートやプリント、レポートに自分なりの表現や工

夫が見られる。 

 実験の考察や授業のまとめ、発言や話し合いでの内容に、その授業や

実験で学んだことにせまる記述（既習事項や他単元、他問題との関連

性など）がある。 

 定期テストの思考を問う問題の点数。 

 課題テストの思考を問う問題の点数。 

主体的に学習に取り組む態度 

 授業中に作成したノートやプリント、レポートに自分なりの表現や工

夫が見られる。 

 テスト勉強（ワーク等）において、間違いから次にできるようになる

までの工夫が見られる。 

 授業中に主体的に活動する姿（発言や問題・実験への取組、周りと相

談する姿、教員への質問等）がある。 

 

3 学習の計画と学習目標 

単元（題材） 
内容、項目、事項 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

生命の連続性 
 

生命の連続性に関する事物・現

象の特徴に着目しながら，生物の

成長と殖え方，遺伝の規則性と遺

伝子，生物の種類の多様性と進化

を理解しているとともに，それら

の観察，実験などに関する技能を

身につけている。 

生命の連続性について，観察，実

験などを行い，その結果や資料を

分析して解釈し，生物の成長と殖

え方，遺伝現象，生物の種類の多様

性と進化についての特徴や規則性

を見いだして表現している。また，

探究の過程を振り返っている。 

生命の連続性に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

① 生物の成長と殖え

方 

 

細胞分裂と生物の成長，殖え方

に関する事物・現象の特徴に着目

しながら，細胞分裂と生物の成長，

殖え方についての基本的な概念や

原理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

細胞分裂と生物の成長，殖え方

について，観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解釈

し，細胞分裂と生物の成長，殖え方

についての特徴や規則性を見いだ

して表現しているとともに，探究

の過程を振り返るなど，科学的に

探究している。 

細胞分裂と生物の成長，殖え方

に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究しよう

としている。 

② 遺伝の規則性 

 

遺伝の規則性と遺伝子に関する

事物・現象の特徴に着目しながら，

遺伝の規則性と遺伝子についての

基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけてい

る。 

遺伝の規則性と遺伝子につい

て，観察，実験などを行い，その結

果や資料を分析して解釈し，遺伝

現象についての特徴や規則性を見

いだして表現しているとともに，

探究の過程を振り返るなど，科学

的に探究している。 

遺伝の規則性と遺伝子に関する

事物・現象に進んで関わり，見通し

をもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。 



 

 

③ 生物の種類の多様

性と進化 

生物の種類の多様性と進化に関

する事物・現象の特徴に着目しな

がら，生物の種類の多様性と進化

についての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必要

な基本的な技能を身につけてい

る。 

生物の種類の多様性と進化につ

いて，資料を分析して解釈し，生物

の種類の多様性と進化についての

特徴や規則性を見いだして表現し

ているとともに，探究の過程を振

り返るなど，科学的に探究してい

る。 

生物の種類の多様性と進化に関

する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとして

いる。 

化学変化とイオン 

 

化学変化をイオンのモデル
と関連づけながら，水溶液とイ
オン，化学変化と電池を理解し
ているとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身
につけている。 

化学変化について，見通しを
もって観察，実験などを行い，
イオンと関連づけてその結果
を分析して解釈し，化学変化に
おける規則性や関係性を見い
だして表現している。また，探
究の過程を振り返っている。 

化学変化とイオンに関する
事物・現象に進んで関わり，見
通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しよう
としている。 

① 水溶液とイオン 化学変化をイオンのモデルと関

連づけながら，原子の成り立ちと

イオン についての基本的な概念

や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

水溶液とイオンについて，見通

しをもって観察，実験などを行い，

イオンと関連づけてその結果を分

析して解釈し，化学変化における

規則性や関係性を見いだして表現

しているとともに，探究の過程を

振り返るなど，科学的に探究して

いる。 

水溶液とイオンに関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをも

ったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

② 酸・アルカリとイオ

ン 

 

化学変化をイオンのモデルと関

連づけながら，酸・アルカリ，中和

と塩 についての基本的な概念や

原理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

酸・アルカリとイオンについて，

見通しをもって観察，実験などを

行い，イオンと関連づけてその結

果を分析して解釈し，化学変化に

おける規則性や関係性を見いだし

て表現しているとともに，探究の

過程を振り返るなど，科学的に探

究している。 

酸・アルカリとイオンに関する

事物・現象に進んで関わり，見通し

をもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。 

③ 電池とイオン 

 

化学変化をイオンのモデルと関

連づけながら，金属イオン，化学変

化と電池についての基本的な概念

や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

化学変化と電池について，見通

しをもって観察，実験などを行い，

イオンと関連づけてその結果を分

析して解釈し，化学変化における

規則性や関係性を見いだして表現

しているとともに，探究の過程を

振り返るなど，科学的に探究して

いる。 

化学変化と電池に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをも

ったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

運動とエネルギー 
 

物体の運動とエネルギーを
日常生活や社会と関連づけな
がら，力のつりあいと合成・分
解，運動の規則性，力学的エネ
ルギー，エネルギーの変換を理
解しているとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を
身につけている。 

運動とエネルギーについて，
見通しをもって観察，実験など
を行い，その結果を分析して解
釈し，探究の過程を振り返っ
て，力のつりあい，合成や分解，
物体の運動，力学的エネルギー
の規則性や関係性を見いだし
て表現している。また，日常生
活や社会で使われているエネ
ルギーについて，見通しをもっ
て観察，実験などを行い，その
結果を分析して解釈している。
加えて，それらの探究の過程を
振り返っている。 

運動とエネルギーやエネル
ギー変換に関する事物・現象に
進んで関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。 

① 力の規則性 

 

力のつりあいと合成・分解を日

常生活や社会と関連づけながら，

水中の物体にはたらく力，力の合

成・分解についての基本的な概念

や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

力のつりあいと合成・分解につ

いて，見通しをもって観察，実験な

どを行い，その結果を分析して解

釈し，力のつりあい，合成や分解の

規則性や関係性を見いだして表現

しているとともに，探究の過程を

振り返るなど，科学的に探究して

いる。 

力のつりあいと合成・分解に関

する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとして

いる。 

② 力と運動 

 

運動の規則性を日常生活や社会

と関連づけながら，運動の速さと

向き，力と運動についての基本的

な概念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

運動の規則性について，見通し

をもって観察，実験などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，物体の

運動の規則性や関係性を見いだし

て表現しているとともに，探究の

過程を振り返るなど，科学的に探

究している。 

運動の規則性に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 



 

 

③ 仕事とエネルギー 

 

力学的エネルギーを日常生活や

社会と関連づけながら，仕事とエ

ネルギー，力学的エネルギーの保

存についての基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

力学的エネルギーについて，見

通しをもって観察，実験などを行

い，その結果を分析して解釈し，力

学的エネルギーの規則性や関係性

を見いだして表現しているととも

に，探究の過程を振り返るなど，科

学的に探究している。 

力学的エネルギーに関する事

物・現象に進んで関わり，見通しを

もったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。 

④ エネルギーの移り変

わり 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，エネルギーの変換についての

基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけてい

る。 

日常生活や社会で使われている

エネルギーの変換について，見通

しをもって観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈している

など，科学的に探究している。 

エネルギーの変換に関する事

物・現象に進んで関わり，見通しを

もったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。 

地球と宇宙 

 

身近な天体とその運動に関

する特徴に着目しながら，天

体の動きと地球の自転・公

転，太陽系と恒星を理解して

いるとともに，それらの観

察，実験などに関する技能を

身につけている。 

地球と宇宙について，天体

の観察，実験などを行い，そ

の結果や資料を分析して解釈

し，天体の運動と見え方につ

いての特徴や規則性を見いだ

して表現している。また，探

究の過程を振り返っている。  

地球と宇宙に関する事物・

現象に進んで関わり，見通し

をもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようと

している。 

① 天体の１日の動き 

 

身近な天体とその運動に関す

る特徴に着目しながら，日周運動

と自転についての基本的な概念や

原理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。  

天体の動きと地球の自転につい

て，天体の観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解釈

し，天体の動きと地球の自転につ

いての特徴や規則性を見いだして

表現しているとともに，探究の過

程を振り返るなど，科学的に探究

している。 

天体の動きと地球の自転に関

する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとして

いる。  

 

② 天体の１年の動き 

 

身近な天体とその運動に関す

る特徴に着目しながら，年周運動

と公転についての基本的な概念や

原理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

天体の動きと地球の公転につい

て，天体の観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解釈

し，天体の動きと地球の公転につ

いての特徴や規則性を見いだして

表現しているとともに，探究の過

程を振り返るなど，科学的に探究

している。 

天体の動きと地球の公転に関

する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとして

いる。 

③ 月や惑星の動きと見

え方 

 

身近な天体とその運動に関す

る特徴に着目しながら，月や惑星

の運動と見え方についての基本的

な概念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

月や惑星の動きと見え方につい

て，天体の観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解釈

し，月や惑星の動きと見え方につ

いての特徴や規則性を見いだして

表現しているとともに，探究の過

程を振り返るなど科学的に探究し

ている。 

月や惑星の動きと見え方に関

する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとして

いる。 

④ 太陽系と恒星 身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，太陽の様子，

惑星 と恒星についての基本的な

概念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

太陽系と恒星について，天体の

観察，実験などを行い，その結果や

資料を分析して解釈し，太陽系と

恒星についての特徴や規則性を見

いだして表現しているとともに，

探究の過程を振り返るなど科学的

に探究している。 

太陽系と恒星に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

自然環境や科学技術と

私たちの未来 
 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，生物と環境，自然環境の保全と

科学技術の利用を理解するととも

に，自然環境を調べる観察，実験な

どに関する技能を身につけたり，

エネルギーと物質，自然環境の保

全と科学技術の利用を理解してい

るとともに，それらの観察，実験な

どに関する技能を身につけたりし

ている。 

身近な自然環境や地域の自然災

害などを調べる観察，実験などを

行い，自然環境の保全と科学技術

の利用の在り方について，科学的

に考察して判断したり，日常生活

や社会で使われているエネルギー

や物質について，見通しをもって

観察，実験などを行い，その結果を

分析して解釈するとともに，自然

環境の保全と科学技術の利用の在

り方について，科学的に考察して

自然と人間に関する事物・現象

や科学技術と人間に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをも

ったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 



 

 

判断したりしている。 

① 生物と環境との関

わり 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，自然界のつりあいについての

基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけてい

る。 

生物と環境について，その関係

を調べる観察，実験などを行い，科

学的に考察して判断しているな

ど，科学的に探究している。 

生物と環境に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもった

り振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

② 自然環境と私たち 日常生活や社会と関連づけなが

ら，自然環境の保全についての基

本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。 

自然環境の保全について，観察，

実験などを行い，自然環境の保全

について，科学的に考察して判断

しているなど，科学的に探究して

いる。 

自然環境の保全に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをも

ったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

③ 自然災害と私たち 

 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，地域の自然災害についての基

本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。 

地域の自然災害について，観察，

実験などを行い，科学的に考察し

て判断しているなど，科学的に探

究している。 

地域の自然災害に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをも

ったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

④ エネルギー資源の

利用と私たち 

 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，エネルギーとエネルギー資源

についての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

日常生活や社会で使われている

エネルギーについて，見通しをも

って観察，実験などを行い，その結

果を分析して解釈しているなど，

科学的に探究している。 

日常生活や社会で使われている

エネルギーに関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

⑤ 科学技術の発展と

私たち 

 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，さまざまな物質とその利用，科

学技術の発展についての基本的な

概念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

日常生活や社会で使われている

物質について，見通しをもって観

察，実験などを行い，その結果を分

析して解釈しているなど，科学的

に探究している。 

日常生活や社会で使われている

物質に関する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもったり振り返

ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

終章 科学技術の利用

と自然環境の保全 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，科学技術の利用と自然環境の

保全についての基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必

要な基本的な技能を身につけてい

る。 

科学技術の利用と自然環境の保

全について，観察，実験などを行

い，自然環境の保全と科学技術の

利用の在り方について，科学的に

考察して判断しているなど，科学

的に探究している。 

科学技術の利用と自然環境の保

全に関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返っ

たりするなど，科学的に探究しよ

うとしている。 

 

 



 

 

【音楽科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

音楽活動を通して、音楽を愛好する心情を育み、音楽に対する感性を豊かにするとともに、音楽理論や歴史

などの知識、音楽を形作っている要素を聴き取る力を養い、豊かな表現力と鑑賞の能力を育成する。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 

 定期テストの点数 

 実技テストの点数 

 ワークシートの記述 

思考・判断・表現 

 定期テストの点数 

 実技テストの点数 

 鑑賞文等の記述、 

主体的に学習に取り組む態度 

 授業中への関心・意欲・態度 

 課題に取り組む姿勢 

 振り返りシート 

 

3 学習の計画と学習目標 

単元（題材） 
内容、項目、事項 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○オリエンテーション 

○大きな声で歌おう 

「夢の世界を」 

「大切なもの」 

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
との関わりについて理解している。 

[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌う
ために必要な発声、⾔葉の発⾳、⾝
体の使い⽅などの技能、全体の響き
や各声部の声などを聴きながら他者と
合わせて歌う技能を身に付け、歌唱で
表している。 

[思] 音色、旋律、テクスチュア、強弱
を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて
考え、曲にふさわしい歌唱表現として

どのように表すかについて思いや意
図をもっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
との関わりに関心をもち、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしている。 

○歌詞の内容を理解し

て、表現を工夫しよう  

「花」 

「花の街」 

 

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
及び曲の背景との関わりについて理
解している。 

[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌う
ために必要な発声、⾔葉の発⾳、⾝
体の使い⽅などの技能を身に付け、
歌唱で表している。 

[思] 旋律、強弱を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受し
ながら、知覚したことと感受したことと

の関わりについて考え、曲にふさわし
い歌唱表現としてどのように表すかに
ついて思いや意図をもっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
及び曲の背景との関わりに関心をも
ち、音楽活動を楽しみながら主体的・

協働的に歌唱の学習活動に取り組も
うとしている。 

○アルトリコーダーを楽

しもう 

「ふるさと」 

[知] 曲想と⾳楽の構造や曲の背景と
の関わりについて理解している。 
[技] 創意⼯夫を⽣かし、全体の響き
や各声部の⾳などを聴きながら他者と
合わせて演奏する技能を身に付け、
器楽で表している。 
 

[思] 音色、リズム、旋律、テクスチュア

を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて

考え、曲にふさわしい器楽表現として
どのように表すかについて思いや意
図をもっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構造や曲の背景と
の関わりに関心をもち、音楽活動を楽
しみながら主体的・協働的に器楽の学
習活動に取り組もうとしている。 

◯日本の伝統音楽を理解

し魅力を味わおう 

「能」「狂言」 

[知] 我が国の伝統⾳楽の特徴と、そ
の特徴から⽣まれる⾳楽の多様性に
ついて理解している。 

[思] 音色、リズム、速度、旋律を知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰
囲気を感受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについて考えると
ともに、⾳楽表現の共通性や固有性
について考え、音楽のよさや美しさを

味わって聴いている。 

[態] 我が国の伝統⾳楽の特徴と、そ
の特徴から⽣まれる⾳楽の多様性に
関心をもち、音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。 

○合唱を楽しもう 

（合唱祭への取り組み） 
「合唱祭 全校合唱曲」 

「合唱祭 学年合唱曲」 

「合唱祭 クラス曲」 

 

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
との関わりについて理解している。 
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌う
ために必要な発声、⾔葉の発⾳、⾝
体の使い⽅などの技能、全体の響き
や各声部の声などを聴きながら他者と
合わせて歌う技能を身に付け、歌唱で

表している。 

[思] 音色、旋律、テクスチュア、強弱

を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて

考え、曲にふさわしい歌唱表現として
どのように表すかについて思いや意
図をもっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
との関わりに関心をもち、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしている。 

○オーケストラの響きを

味わい作曲者の思いを感

じ取ろう 

「ブルタバ」 

[知] 曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳
楽の特徴とその背景となる歴史との関

わりについて理解している。 

[思] 音色、リズム、旋律、強弱、構成
を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて

[態] 曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳
楽の特徴とその背景となる歴史との関

わりに関心をもち、音楽活動を楽しみ
ながら主体的・協働的に鑑賞の学習



 

 

考えるとともに、曲や演奏に対する評

価とその根拠、⽣活や社会における
⾳楽の意味や役割について考え、音
楽のよさや美しさを味わって聴いてい

る。 

活動に取り組もうとしている。 

○言葉を大切にした歌唱

表現を工夫しよう 

「帰れソレントへ」 

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
及び曲の背景との関わりについて理

解している。 
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌う
ために必要な発声、⾔葉の発⾳、⾝
体の使い⽅などの技能を身に付け、
歌唱で表している。 

[思] 旋律、強弱を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気を感受し

ながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え、曲にふさわし
い歌唱表現としてどのように表すかに

ついて思いや意図をもっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
及び曲の背景との関わりに関心をも

ち、音楽活動を楽しみながら主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組も
うとしている。 

◯言葉や音階の特徴を生

かして表現を工夫しよう 

「My Melody」 

[知] ⾳階の特徴及び⾳のつながり⽅
の特徴について、表したいイメージと
関わらせて理解している。 

[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で旋律
や⾳楽をつくるために必要な、課題や
条件に沿った⾳の選択や組合せなど
の技能を身に付け、創作で表してい
る。 

[思] リズム、旋律、構成を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気
を感受しながら、知覚したことと感受し

たこととの関わりについて考え、まとま
りのある創作表現としてどのように表す
かについて思いや意図をもっている。 

[態] ⾳階の特徴及び⾳のつながり⽅
の特徴に関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に創作の学

習活動に取り組もうとしている。 

○筝曲の特徴を感じ取っ

てその魅力を味わおう。 

「六段の調」 

「さくらさくら」 

[知] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂
化や歴史との関わりについて理解して
いる。 

[思] 音色、速度、旋律、構成を知覚

し、それらの働きが生み出す特質や雰
囲気を感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて考えると

ともに、⽣活や社会における⾳楽の意
味や役割について自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを味わって聴いて

いる。 

[態] ⾳楽の特徴とその背景となる⽂
化や歴史との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとして

いる。 

○心を込めた合唱 

「３送会・卒業式の合唱」 

 
○３年間のまとめ 

[知] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
との関わりについて理解している。 
[技] 創意⼯夫を⽣かした表現で歌う
ために必要な発声、⾔葉の発⾳、⾝
体の使い⽅などの技能、全体の響き
や各声部の声などを聴きながら他者と
合わせて歌う技能を身に付け、歌唱で

表している。 

[思] 音色、旋律、テクスチュア、強弱

を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて

考え、曲にふさわしい歌唱表現として
どのように表すかについて思いや意
図をもっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容
との関わりに関心をもち、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に歌唱の
学習活動に取り組もうとしている。 

評価資料 ・定期テスト 
・実技テスト 
・ワークシート 

・実技テスト 
・定期テスト 
・ワークシート 

・定期テスト 
・授業態度 
・ワークシート 
・自己評価カード 

 



 

 

【美術科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

自然の造形や美術品などの造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、機能性と洗練された美しさ

と調和、美術の働きなどについた独創的、創造的に考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、見

方や考え方を深めたりできるようにする。主体的に美術の活動に取り組み、創造活動の喜びを味わい、美術

を愛好する心情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養う。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 

・定期テスト 

・毎学期の制作活動（技能を生かした作品になっている） 

・練習作品（技能確認作品） 

・毎学期の作品、クロッキー 

思考・判断・表現 

・アイデアスケッチ（自分なりの工夫やアイデアを考えている） 
・プリント 
・作品・作品カード（作品への思いが伝えられている） 

・授業中の制作活動 

・毎学期の作品、クロッキー 

主体的に学習に取り組む態度 

・授業態度、理解度（説明を理解して制作している） 
・作品提出物 
・提出カード 
・授業記録、振り返りカード 

・毎学期の作品、クロッキー 

 

3 学習の計画と学習目標 

題材 内容/項目/
事項 

知識及び技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

オリエンテーション   美術の授業への関心を持ち、前向きに

取り組む気持ちをもつ。 

クロッキー（短時間

素描） 

 

知 顔の角度や、しぐさ、造形的な特

徴を基に身近な人の印象やイメージ

を捉えることを理解している。 

技 用具の活かし方を身に付け、意図

に応じて工夫している。 

発  身近な人を見つめ感じ取った特

徴などを基に主題を生み出す。 

鑑  造形的な良さや美しさを感じ取

り、見方や感じ方を広げている。 

 

態表 クロッキーを楽しみ、身近な人

の特徴を基に構想したり、表現の学習

活動に取り組もうとしている。 

態鑑  クロッキーで描き出す喜びを

味わい見方や感じ方を広げる鑑賞の

学習活動に取り組もうとしている。 

写真 

 

知 写す角度や配置、拡大や縮小、光

や陰影の効果や、陶芸作品の特徴を基

に、印象的に伝えることを理解してい

る 

技 カメラの特性を生かし、意図に応

じて自分の表現方法を追求し、創造的

に表現している。 

発  被写体の印象や瞬間の美しさを

基に主題を生み出し、構図や、シャッ

ター速度の効果を考え心豊かに表現

する構想を練っている。 

鑑 造形的な美しさを感じとり、作者

の心情や表現の意図を考え、美意識を

高めている。 

態表  撮影を楽しみながら調和のあ

る構図を構想し、見通しをもって学習

活動に取り組もうとしている。 

態鑑 背景と作品のバランスのとれ 

た美しさを感じ取り、切り取られた 

構図の中の美しさを考え、鑑賞の学 

習活動に取り組もうとしている 

切り絵 

「今を生きる自分

へ」 

 

知 構図や顔の角度，表情やしぐさ，

背景や色彩などが感情にもたらす効

果や，造形的な特徴を基に，自分の印

象などを全体のイメージで捉えるこ

とを理解している。  

技 切り絵の特性を生かし，意図に応

じて表現方法を創意工夫して創造的

に表している。  

発  自分の姿を深く見つめ感じ取っ

たことや心の内面などを基に主題を

生み出し，構図や表情などの効果を考

え，創造的な構成を工夫し，心豊かに

表現する構想を練っている。  

鑑  造形的なよさや美しさを感じ取

り，作者の心情や表現の意図と創造的

な工夫などについて考えるなどして，

態表  美術の創造活動の喜びを味わ

い主体的に自分の姿から感じ取った

ことや心の内面などを基に構想を練

ったり，構図や表情など意図に応じて

表現方法を創意工夫して創造的に表

したりする表現の学習活動に取り組

もうとしている。  

態鑑  美術の創造活動の喜びを味わ



 

 

美意識を高め，見方や感じ方を深めて

いる。  

い主体的に造形的なよさや美しさを

感じ取り，作者の心情や表情の意図と

創造的な工夫などについて考えるな

どの見方や感じ方を深める鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。  

風景画（水彩画） 

「きらめきゆらめ

き」 

 

知 生活の中にある光の性質や，それ

らが感情にもたらす効果，色彩の変化

などを基に，よさや美しさなどを全体

のイメージなどで捉えることを理解

している。  

技  絵の具などの特性や一年生から

学習してきた技法などを生かし，意図

に応じて自分の表現方法を追求して

創造的に表している。  

発  情景の中の光のイメージなどを

基に主題を生み出し，光や影，色彩な

どの効果を考え，創造的な構成を工夫

し，心豊かに表現する構想を練ってい

る。  

鑑  造形的なよさや美しさを感じ取

り，作者の心情や表現の意図と創造的

な工夫などについて考えるなどして，

美意識を高め，見方や感じ方を深めて

いる。  

態表  美術の創造活動の喜びを味わ

い主体的に光や影，色彩などの効果を

考え構想を練ったり，意図に応じて自

分の表現方法を追求して創造的に表

したりする表現の学習活動に取り組

もうとしている。  

態鑑 美術の創造活動の喜びを味わ 

い主体的に造形的なよさや美しさを 

感じ取り，作者の心情や表現の意図 

と創造的な工夫などについて考える 

などの見方や感じ方を深める鑑賞の 

学習活動に取り組もうとしている。  

工芸（水引） 

「慶びを形にしよ

う」 

 

知 形や色彩，質感などが感情にもた

らす効果や，造形的な特徴などを基

に，意図を全体のイメージなどで捉え

ることを理解している。 さらに日本

の伝統文化を理解している。 

技 材料や用具の特性を生かし，意図

に応じて表現方法を創意工夫して，制

作の順序などを総合的に考えながら，

見通しを持って創造的に表している。  

発 伝える目的や条件，中身のイメー

ジなどを基に，伝える相手や内容など

から主題を生み出し，伝達の効果と美

しさなどとの調和を総合的に考え，表

現の構想を練っている。  

鑑  気持ちを伝えるデザインの調和

のとれた洗練された美しさなどを感

じ取り，表現の意図と創造的な工夫な

どについて考えるなどして，美意識を

高め，見方や感じ方を深めている。  

態表  美術の創造活動の喜びを味わ

い主体的に伝える目的や条件，中身の

イメージなどからパッケージをデザ

インすることの構想を練ったり，意図

に応じて表現方法を創意工夫して見

通しを持って創造的に表したりする

表現の学習活動に取り組もうとして

いる。  

態鑑 美術の創造活動の喜びを味わ 

い主体的に伝達のデザインの調和の 

とれた洗練された美しさなどを感じ 

取り，表現の意図と創造的な工夫な 

どについて考えるなどの見方や感じ 

方を深める鑑賞の学習活動に取り組 

もうとしている。  

消しゴム版画（ピク

トグラム） 

「自分マークで伝え

よう」 

 

知 形が感情にもたらす効果や，具体

物や行為を表す形の特徴などを基に，

伝達する自分のイメージなどを捉え

ることを理解している。  

技 版画の特性を生かし，意図に応じ

て自分の表現方法を追求して，制作の

順序などを総合的に考えながら，見通

しを持って創造的に表している。  

 

発  伝えたい自分のイメージなどを

基に，伝える相手や場面などから主題

を生み出し，形や色彩などによる伝達

の効果と美しさなどとの調和を総合

的に考え，表現する構想を練ってい

る。  

鑑  伝えたい自分のイメージとの調

和のとれた洗練された美しさなどを

感じ取り，作者の意図と創造的な工夫

などについて考えるなどして，美意識

を高め，見方や感じ方を深めている。  

  

態表  消しゴム版画の創造活動の喜

びを味わい主体的に伝える目的や機

能を考えてひと目で分かるピクトグ

ラムの構想を練ったり，意図に応じて

自分の表現方法を追求し見通しを持

って創造的に表したりする表現の学

習活動に取り組もうとしている。  

態鑑  消しゴム版画の創造活動の喜

びを味わい主体的に伝えたい内容や

イメージとの調和のとれた洗練され

た美しさなどを感じ取り，作者の意図

と創造的な工夫などについて考える

などの見方や感じ方を深める鑑賞の

学習活動に取り組もうとしている。  

 



 

 

【保健体育科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

 心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して、生涯にわ

たって運動に親しむ資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図

り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 

 定期テスト 

 授業における活動内容（発言や動き等） 

 学習カード等の記述内容 

 スキルチェック 

 ゲームや記録、発表等における技能評価 

思考・判断・表現 
 授業における活動内容（発言や動き等） 

 学習カード等の記述内容 

主体的に学習に取り組む態度 

 「公正」、「協力」、「責任」、「共生」、「参画」、「健康安全」の５項目につ

いての評価 

 授業における活動内容（粘り強く取り組む姿や、工夫して学ぶ姿） 

 

3 学習の計画と学習目標 

単元（題材） 
内容、項目、事
項 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

 

体つくり 

（体ほぐしの運

動） 

（実生活に生か

す運動の計画） 

〇知識 

・運動を継続する意義，

体の構造，運動の原則

などについて理解し

ている。 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・手軽な運動を行い，心と体は互いに影

響し変化することや心身の状態に気

付き，仲間と自主的に関わり合う。 

・ねらいに応じて，健康の保持増進や調

和のとれた体力の向上を図る。 

<評価方法> 

観察 

・自己や仲間の課題を発見

し，合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己や仲間

の考えたことを他者に伝

えている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・体つくり運動に自主的に取り組む

とともに，互いに助け合い教え合お

うとしている。 

・一人一人の違いに応じた動きなど

を大切にし，話合いに貢献しようと

している。 

・健康・安全を確保し,自ら進んで体

力を高めようとする。 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 

 

器械運動 

（マット） 

（跳び箱） 

〇知識 

・技の名称や行い方，運

動観察の方法，体力の

高め方などについて

理解している。 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・基本的な技を滑らかに安定して行う

ことができる。 

・条件を変えた技や発展技を行うこと

及びそれらを構成し演技することが

できる。 

<評価方法> 

観察、スキルテスト 

・技などの自己や仲間の課題

を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己

の考えたことを他者に伝

えている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・器械運動に自主的に取り組むとと

もに，よい演技を讃えようとしてい

る。 

・一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとしたり，互いに

助け合い教え合い，健康・安全を確

保したりしている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 

 

陸上競技 

（ハードル走） 

（走幅跳び） 

（長距離） 

〇知識 

・技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観

察の方法などについ

て理解している。 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・ハードル走では，スピードを維持した

走りからハードルを低く越す，走り幅

跳びでは，スピードに乗った助走から

力強く踏み切って跳ぶ, 長距離走で

は，自己に適したペースを維持して走

ることができる。 

<評価方法> 

観察、記録 

・動きなどの自己や仲間の課

題を発見し，合理的な解決

に向けて運動の取り組み

方を工夫するとともに，自

己の考えたことを他者に

伝えている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・自主的に取り組むとともに，勝敗な

どを冷静に受け止め，ルールやマナ

ーを大切にしようとするなど健康・

安全を確保したりしている。 

・自己の責任を果たし，一人一人の違

いに応じた課題や挑戦を大切にし

ようとする。 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 



 

 

 
水泳 
（クロール） 
（平泳ぎ） 
（背泳ぎ） 
（ バ タ フ ラ
イ） 

〇知識 

・各泳法の技術の名称

や行い方，体力の高め

方，運動観察の方法な

どについて理解して

いる。 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・クロール,平泳ぎでは,手と足の動き,

呼吸のバランスを保ち，安定したペー

スで長く泳いだり速く泳いだりする

ことができる。 

・背泳ぎ,バタフライでは,手と足の動

き，呼吸のバランスを保ち,安定した

ペースで泳ぐことができる。 

・複数の泳法で泳ぐこと，又はリレーを

することができる。 

<評価方法> 

観察、記録、ｽｷﾙﾃｽﾄ 

・泳法などの自己や仲間の課

題を発見し，合理的な解決

に向けて運動の取り組み

方を工夫するとともに，自

己の考えたことを他者に

伝えている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・自主的に取り組むとともに，自己の

責任を果たそうとし，勝敗などを冷

静に受け止め，ルールやマナーを大

切にしようとする。 

・一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にし，事故防止に関する心

得を遵守するなど，健康・安全を確

保したりしている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 

 
球技 
（ハンドボー
ル） 
（バレーボー
ル） 
（テニス） 
（タグラグビ
ー） 
（サッカー） 
（バスケット
ボール） 

〇知識 

・技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観

察の方法などについ

て理解している。 

・競技の進め方やルー

ル，審判の方法を知っ

ている。 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・ゴール型では,安定したボール操作と

空間を作りだす動きによってゴール

前への侵入などから攻防をすること

ができる。 

・ネット型では,役割に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した

動きによって空いた場所をめぐる攻

防をすることができる。 

<評価方法> 

観察、スキルテスト 

・攻防の中で自己やチームの

課題を発見し，合理的な解

決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，

作戦を立ててゲームをし

ている。 

・自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・自主的に取り組むとともに，フェア

なプレイを大切にしようとし，互い

に助け合い教え合おうとすること

などをしたり，健康・安全を確保し

たりしている。 

・作戦などについての話合いに貢献

しようとすること，一人一人の違い

に応じたプレイなどを大切にしよ

うとする。 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 

 
武道 
（剣道） 

〇知識 

・伝統的な考え方，技の

名称や見取り稽古の仕

方，体力の高め方などを

理解している。 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・剣道では，相手の動きの変化に応じた

基本動作や基本となる技を用いて，相手

の構えを崩し，しかけたり応じたりする

などの攻防をすることができる。 

<評価方法> 

観察、スキルテスト 

・攻防などの自己や仲間の課

題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を

工夫するとともに，自己の考

えたことを他者に伝えてい

る。 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・自主的に取り組み,相手を尊重し,

一人一人の違いに応じた課題や挑戦

を大切にしようすることなどをし，健

康・安全を確保したりしている。 

・伝統的な運動への取り組みを大切

にし，自己の責任を果たそうとする。 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 

 
ダンス 
（ 創 作 ダ ン
ス） 
（現代的なリ
ズムのダン
ス） 

〇知識 

・ダンスの名称や用語，

踊りの特徴と表現の

仕方，交流や発表の仕

方，共感，感動するな

どの鑑賞の方法，体力

の高め方などについ

て理解している。 

 

 

<評価方法> 

観察、テスト 

〇技能 

・創作ダンスでは，表したいテーマにふ

さわしいイメージを捉え，個や群で，

緩急強弱のある動きや空間の使い方

で変化を付けて即興的に表現したり，

簡単な作品にまとめたりして踊るこ

とができる。 

・現代的なリズムのダンスでは，リズム

の特徴を捉え，変化とまとまりを付け

て，リズムに乗って全身で踊ることが

できる。 

<評価方法> 

観察、発表 

・表現などの自己や仲間の課

題を発見し，踊って確かめ

たり，見せ合ったりし，解

決に向けて運動の取り組

み方を工夫する。自己や仲

間の考えたことを他者に

伝えている。 

 

 

<評価方法> 

観察、学習カード、テスト 

・自主的に取り組むとともに，互いに

助け合い教え合おうとする。健康・

安全を確保したりしている。 

・作品や発表などの話合いに貢献し

ようとし，一人一人の違いに応じた

表現を大切にしようとするなど，み

んなでかかわりをもって動く楽し

さや喜びを味わおうとしている。 

 

<評価方法> 

観察、学習カード、自己・他者評価 

 
保健 
（健康な生活
と 疾 病 の 予
防） 
 
 
 

①感染症は，病原体が原因となって起こる病気であること，また，

病原体は様々な経路で広がっていき，病原体の種類によって感染

経路は異なることについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

②私たちの体には，病原体の侵入を防いだり，排除したりする抵抗

力が備わっていること，体の抵抗力は生活習慣や予防接種によっ

て高めることができることについて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

③感染症を予防するには，発生源をなくす，感染経路を遮断する，

体の抵抗力を高めるといった３つの対策が有効であること，感染

症にかかった場合は，周囲に感染を広げないためにも早期に適切

な治療を受けることが重要であることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

④性感染症の青少年の感染が社会問題となっており，その疾病概念

や感染経路，感染のリスクを軽減する予防方法について，理解し

たことを言ったり書いたりしている。 

⑤エイズは，HIV という病原体によって起こり，免疫の働きを弱め

てしまう感染症であること，その主な感染経路は性的接触である

①感染症の予防，健康を守る

社会の取り組みにおける

事柄や情報などについて，

保健に関わる原則や概念

を基に整理したり，個人生

活と関連付けたりして，自

他の課題を発見している。 

②感染症の予防，健康を守る

社会の取り組みについて，

習得した知識を自他の生

活に適用したり，応用した

りして，疾病等にかかるリ

スクを軽減し健康の保持

増進をする方法を選択す

ること。 

③感染症の予防，健康を守る

社会の取り組みについて，

課題の解決方法とそれを

①感染症の予防，健康を守る社会の取

り組みに関心を持ち，課題の解決に

向けた学習に自主的に取り組もう

としている。 

<評価方法> 

観察、保体資料ノート、発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ため，性感染症の予防方法が有効であることについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

⑥私たちの健康は，個人の努力だけでなく，社会の取り組みによっ

て支えられていること，また，保健機関の役割を知り，有効に利

用することが大切であることについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

⑦心身の不調を感じたら早期に医療機関を受診する必要があるこ

と，医療機関にはそれぞれ役割があり，適切に利用することが求

められることについて，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

⑧医薬品には，主作用と副作用があること及び，使用回数，使用時

間，使用量などの使用法があり，正しく使用する必要があることに

ついて，理解したことを言ったり書いたりしている。 

<評価方法> 

保体資料ノート、ﾃｽﾄ、発表 

選択した理由などを，他者

と話し合ったり，ノートな

どに記述したりして，筋道

を立てて伝え合っている。 

<評価方法> 

観察、保体資料ﾉｰﾄ、テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保健 
（ 健 康 と 環
境） 

①体には環境に対する適応能力があること，環境の変化が適応能力

の限界を超えると健康に重大な影響が出ることから，気象情報の

適切な利用が有効であることを理解している。 

②快適で能率のよい生活を送るための温熱条件や明るさには至適

範囲があり，その範囲は学習や作業などの種類によって異なるこ

とを理解している。 

③室内の二酸化炭素は，呼吸などにより増加し，空気の汚れの指標

となること，定期的な換気は室内の二酸化炭素の濃度を衛生的に

管理できることを理解している。また，一酸化炭素は，人体に有

害であることを理解している。 

④水は生命の維持や健康にとって重要であること，飲料水には水質

基準があり，浄水場で浄化し検査していることを理解している。 

⑤人間の生活に伴って生じた廃棄物は，その種類に即して自然環境

を汚染しないように衛生的に処理する必要があることを理解し

ている。 

⑥大気汚染や水質汚濁など，自然環境が汚染されることにより，健

康に悪影響をおよぼすことがあることを理解している。また，ご

みの減量や分別などの個人の取り組みを，一人ひとりが実践して

いくことが大切であることを理解している。 

<評価方法> 

ノート、ワークシート、テスト 

①環境への適応能力につい

て，課題を発見し，その解

決に向けて思考し判断し

ているとともに，それらを

表現している。 

②温熱条件や明るさの至適

範囲について，課題を発見

し，その解決に向けて思考

し判断しているとともに，

それらを表現している。 

③空気の汚れと換気につい

て，課題を発見し，その解

決に向けて思考し判断し

ているとともに，それらを

表現している。 

④健康や生活における水の

役割や飲料水の条件につ

いて，課題を発見し，その

解決に向けて思考し判断

しているとともに，それら

を表現している。 

⑤生活に伴って生じた廃棄

物の衛生的な処理の必要

性について，課題を発見

し，その解決に向けて思考

し判断しているとともに，

それらを表現している。 

⑥環境汚染の健康への影響

とその対策について，課題

を発見し，その解決に向け

て思考し判断していると

ともに，それらを表現して

いる。 

<評価方法> 

観察、ノート、ワークシート、

テスト 

①環境への適応能力についての学習

に自主的に取り組もうとしている。 

②温熱条件や明るさの至適範囲につ

いての学習に自主的に取り組もう

としている。 

③空気の汚れと換気についての学習

に自主的に取り組もうとしている。 

④健康や生活における水の役割や飲

料水の条件についての学習に自主

的に取り組もうとしている。 

⑤生活に伴って生じた廃棄物の衛生

的な処理の必要性についての学習

に自主的に取り組もうとしている。 

⑥環境汚染の健康への影響とその対

策についての学習に自主的に取り

組もうとしている。 

<評価方法> 

観察、ノート、ワークシート 

文化としての
スポーツの意
義 

①スポーツは，文化的な生活を営み，よりよく生きていくために重

要であることを理解している。 

②オリンピックやパラリンピックおよび国際的なスポーツ大会な

どは，国際親善や世界平和に大きな役割を果たしていることを理

解している。 

③スポーツは，民族や国，人種や性，障がいの違いなどをこえて人々

を結び付けていることを理解している。 

<評価方法> 

ノート、ワークシート、テスト 

①スポーツの文化的意義に

ついて，自己の課題を発見

し，よりよい解決に向けて

思考し判断するとともに，

他者に伝えている。 

②国際的なスポーツ大会の

文化的な役割について，自

己の課題を発見し，よりよ

い解決に向けて思考し判

断するとともに，他者に伝

えている。 

③人々を結び付けるスポー

①スポーツの文化的意義についての

学習に自主的に取り組もうとして

いる。 

②国際的なスポーツ大会の文化的な

役割についての学習に自主的に取

り組もうとしている。 

③人々を結び付けるスポーツについ

ての学習に自主的に取り組もうと

している。 

<評価方法> 

観察、ノート、ワークシート 



 

 

ツについて，自己の課題を

発見し，よりよい解決に向

けて思考し判断するとと

もに，他者に伝えている。 

<評価方法> 

観察、ノート、ワークシート、

テスト 

 



 

 

【技術科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

 技術の見方・考え方を働かせ,ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して,技術によっ

てよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)生活や社会で利用されている材料,加工,生物育成,エネルギー変換及び情報の技術についての基礎的な理

解を図るとともに,それらに係る技能を身に付け,技術と生活や社会,環境との関わりについて理解を深める。 

(2)生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し,解決策を構想し,製作図等に表現し,試

作等を通じて具体化し,実践を評価・改善するなど,課題を解決する力を養う。 

(3)よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて,適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実

践的な態度を養う。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 

 定期テスト 

 授業記録 

 レポート 

思考・判断・表現 
 作品 

 レポート 

主体的に学習に取り組む態度 
 授業記録 

 レポート 

 

3 学習の計画と学習目標 

月 単元（題材） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

 評価の資料 

・定期テスト 

・授業記録 
・レポート 

・作品 

・レポート 

・授業記録 

・レポート 

生物の育成環境と育成技術         【技術 B(1)ｱ､ｲ(2)ｱ､ｲ(3)ｱ､ｲ】 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

○ ネットワークを
利用した双方向
性のあるコンテ
ンツ、プログラム
による問題解決 

双方向性のあるコンテンツの
基本的な仕組みを理解してい
る。 
 
双方向性のあるコンテンツに
おけるプログラムの役割を理
解している。 
 
安全で適切なプログラムの制
作と動作の確認，デバッグが
できる技能を身に付けてい
る。 

「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自分
なりの課題を設定する力を身
に付けている。 
 

情報処理の手順を具体化する
力を身に付けている。 

 
双方向性のあるコンテンツの
制作の過程や問題解決の結果
を評価し，改善及び修正する
方法について考えている 

主体的に情報の技術について
考えようとしている。 

 
自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創
造するとともに，他者のアイ
ディアを尊重し，それらを保
護・活用しようとしている。 

 
他者と協働して，粘り強く取
り組もうとしている。 

 
自らの問題解決を振り返り，
よりよいものとなるように改
善・修正しようとしている。 

プログラムによる計測・制御   【技術 D(3)ｱ､ｲ】 



 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

○ 計測制御のプロ

グラミングによ

る問題解決 

計測・制御システムの基本的
な構成を理解している。 
 
計測・制御システムにおける
プログラムの役割を理解して
いる。 
 

安全で適切なプログラムの制

作と動作の確認，デバッグが

できる技能を身に付けてい

る。 

「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自分
なりの課題を設定する力を身
に付けている。 
 
入出力されるデータの流れを
基に，計測・制御システムを
構想する力を身に付けてい
る。 

 
情報処理の手順を具体化する
力を身に付けている。 

 
計測・制御システムの制作の
過程や問題解決の結果を評価
し，改善及び修正する方法に
ついて考えている 

主体的に情報の技術について
考えようとしている。 

 
自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創
造するとともに，他者のアイ
ディアを尊重し，それらを保
護・活用しようとしている。 

 
他者と協働して，粘り強く取
り組もうとしている。 

 
自らの問題解決を振り返り，
よりよいものとなるように改
善・修正しようとしている。 

社会の発展と情報技術の在り方を考える     【技術 D(4) ｱ､ｲ】 

1 

 

2 

 

3 

○ 社会の発展と情

報技術 

 プログラムの制作の過程や問

題解決の結果を評価し，改善

及び修正する力を身に付けて

いる。 

 

よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて，情

報の技術を評価し，適切な選

択，管理・運用，改良，応用

について考えている。 

 

情報の技術や他の技術とのか

かわりや最適化について考え

ている。 

自らの問題解決を振り返り，

よりよいものとなるように改

善・修正しようとしている。 

 

よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて，情

報の技術を工夫し創造しよう

としている。 

 



 

 

【家庭科】学習案内（第３学年） 
1 教科の目標 

 衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び

技術を習得するとともに、家庭の機能について理解を深め、これからの生活を展望して、課題をもって生活

をよりよくしようとする能力と態度を育てる。 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能  定期テスト ・作品 

思考・判断・表現 
 ワークシート 

 レポート 

主体的に学習に取り組む態度 

 ワークシート 

 レポート 

 実習の計画と評価 

 

3 学習の計画と学習目標 

月 単元（題材） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

家族・家庭生活【Ａ（２）ア(ア)(イ)・イ】 

4 

5 

6 

7 

 

 

9 

10 

11 

幼児の生活と家族 

 

 

 

 

 

 

 

幼児とのかかわり 

・幼児の発達の特徴について理解

している。 

・幼児の生活の特徴について理解

している。 

・子どもが育つ環境としての家族

の役割について理解している。 

・幼児にとっての遊びの意義につ

いて理解している。 

・幼児との関わり方について理解

している。 

・幼児のおもちゃ等の作品作り 

・幼児とのよりよい関わり

方について考え、工夫し

ている。 

 

 

 

 

 

・幼児との関わり方につい

て問題を見いだして課題

を設定し、計画を立てて

解決している。 

・幼児との関わり方について，

題解決に向けた⼀連の活動

をふり返って改善しようと

している。 

 

 

 

 

・幼児との関わり⽅や作品作

り、課題の解決に主体的に

取り組もうとしている。 

家族・家庭生活 【Ａ（３）ア(ア)(イ)・イ】 

12 

家庭生活と地域のか 

かわり 

 

 

 

家族の互いの立場や

役割が分かり、協力す

ることによって家族

関係をよりよくでき

ることについて理解

する。 

家族関係をよりよくする方法及び

高齢者など地域の人々と関わり、

協働する方法について考え、工夫

している。 

家族や地域の⼈びとと協働し、よりよい⽣活の実現

に向けて、家族・家庭や地域との関わりについて、

課題の解決に主体的に取り組もうとしている。 

消費生活・環境 【Ｃ ア(ア)(イ)・イ】 

１ 

２ 

 

消費者の権利と責任 ・消費者の基本的な

権利と責任について

理解している。 

・自立した消費者としての消費行

動について問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

論理的に表現するなどして課題を

解決する力を身に付けている。 

・よりよい生活の実現に向けて、消費者の権利と責

任について、課題の解決に主体的に取り組んだり、

振り返って改善したりして、生活を工夫し想像し、

実践しようとしている。 

 



 

 

【英語科】学習案内（第３学年） 
 

1 教科の目標 

 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話

すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝えあったりするコ

ミュニケーションを図る資質・能力を育成する。 

 

2 各評価材料 

観点 評価材料 

知識・技能 

・授業中の言語活動・ワークシート・パフォーマンステストにおいて学んだ 

 言語材料を用いて自分の考えや気持ち等を正しく理解・表現できる。（L,S,R,W） 

・定期テスト（Ｌ，Ｒ，Ｗ）の点数 

・毎単元で実施する小テスト（単語テスト等）の点数 

思考・判断・表現 

・授業中の言語活動・ワークシート・パフォーマンステストにおいて学んだ 

 言語材料を用いて自分の考えや気持ちを適切に表現している。（L,S,R,W） 

・定期テスト（Ｌ，Ｒ，Ｗ）の点数 

・毎単元で実施する小テスト（単語テスト等）の点数 

主体的に学習に取り組む態度 

・授業中の言語活動・ワークシート・パフォーマンステストにおいて学んだ 

 言語材料を用いて自分の考えや気持ちを表現しようとしている。（L,S,R,W） 

・自己評価カードの記述内容から、①自分の課題をつかみ、改善ができている。 

 ②言語活動において、実際に態度となって表れている。 

 

3 学習の計画と学習目標 

3

学

期 

制 

月 

配

当 

時

数 

単元名 言語材料 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

１
学
期
中
間 

4

月 

8
 

 

PROGRAM 

1 

Japanese 

Bentos Are 

Interesting! 

 

ask ～ to ... 

 

It is ～ (for + 

人) to .... 

 

現在完了形（経験） 

 

【知識】 

・ask ～ to do や It 

is ～ (for + 人) to 

do.、現在完了形（経

験）の意味や働きを理

解している。 

 

【技能】 

・ask ～ to ....や It 

is ～ (for + 人) 

to ....、現在完了形（経

験）の意味や働きの理

解をもとに、自分がし

てほしいこと、好きな

こと、これまで経験し

たことについて伝え合

う技能を身に付けてい

る。 

 

・それぞれの人物に合

ったオリジナル弁当を

提案するために、相手

の好みや希望に沿った

メニューを考え、その

魅力を具体的に伝えて

いる。 

 

・それぞれの人物に合

ったオリジナル弁当を

提案するために、相手

の好みや希望に沿った

メニューを考え、その

魅力を具体的に伝えよ

うとしている。 



 

 

 
 

5

月 

8
 

 

PROGRAM 

2 

Good 

Night.  

Sleep 

Tight. 

 

現在完了形（完了） 

 

現在完了形（継続） 

 

現在完了進行形 

 

【知識】 

・現在完了形や現在完

了進行形の意味や働

きを理解している。 

 

【技能】 

・現在完了形や現在完

了進行形の意味や働

きの理解をもとに、自

分が経験したことや続

けていることを伝え合

う技能を身に付けてい

る。 

 

・各人物の悩みを解決

するために、悩みの原

因とそれに対する改善

策をわかりやすく具体

的に伝えている。 

 

・各人物の悩みを解決

するために、悩みの原

因とそれに対する改善

策をわかりやすく具体

的に伝えようとしてい

る。 

 
 

5

月 

1
 

 

Step 1 

聞き上手にな

ろう 

 

話題を広げるための

質問やコメント 

 

【知識】 

・話題を広げるための

表現について理解して

いる。 

 

【技能】 

・話題を広げるための

表現についての理解

をもとに、好きな人物

について伝え合う技能

を身に付けている。 

    

1

学
期
期
末 

6

月 

8
 

 

PROGRAM 

3 

Hot Sport 

Today 

 

〈動詞（tell など）＋

人＋that ~〉 

 

〈動詞（call など）＋

目的語＋補語〉 

 

〈動詞（make など）

＋目的語＋動詞の原

形〉 

 

【知識】 

・〈tell＋人＋that 

～〉や〈call＋人＋補

語〉、〈make＋人＋

do〉の意味や働きを理

解している。 

 

【技能】 

・〈tell＋人＋that 

～〉や〈call＋人＋補

語〉、〈make＋人＋

do〉の意味や働きの理

解をもとに、身近な人

がよく言うことや、自

分の気持ちなどを伝え

合う技能を身に付けて

いる。 

 

・より多くの人が楽し

めるスポーツ大会を提

案するために、自分が

考えた各競技ルールの

改善案をわかりやすく

説明している。 

 

・より多くの人が楽し

めるスポーツ大会を提

案するために、自分が

考えた各競技ルールの

改善案をわかりやすく

説明しようとしてい

る。 

 
 

6

月 

1
 

 

Power-Up 1 

電車の乗りか

え案内をしよ

う 

 

電車の乗りかえ案内 

 

【知識】 

・電車を乗りかえると

きの道案内の表現を

理解している。 

 

【技能】 

・電車を乗りかえると

きの道案内の表現の

理解をもとに、外国か

ら来た旅行客と日本人

の会話の内容につい

て、聞き取ったり伝え

たりする技能を身に付

けている。 

 

・電車で目的地に向か

うため，乗りかえ案内

情報を見ながら簡単な

語句や文などを用い

て、使う路線やかかる

時間などをたずねたり

伝えたりしている。 

 

・電車で目的地に向か

うため，乗りかえ案内

を見ながら簡単な語句

や文などを用いて、使

う路線やかかる時間な

どをたずねたり伝えた

りしようとしている。 



 

 

 
 

6

月 

1
 

 

Step 2 

ポスターセッシ

ョンの流れを

理解しよう 

 

ポスターセッション

の流れを確認する。 

 

【知識】 

・ポスターセッションの

流れについて理解して

いる。 

 

【技能】 

・ポスターセッションの

流れについての理解

をもとに、ポスターセ

ッションでの対話の概

要や要点について聞

き取る技能を身に付け

ている。 

    

1

学
期
期
末
（
続
き
） 

7

月 

4
 

 

Our Project 

7 

パラスポーツ

について知ろ

う 

 

ポスターセッション 

 

【知識】 

・既習の言語材料の意

味や働きを理解してい

る。 

 

【技能】 

・既習の言語材料の意

味や働きの理解をもと

に、登場人物のポスタ

ーセッションのやり取

りを読み取ったり聞き

取ったりする技能を身

に付けている。 

 

・パラスポーツの魅力

を相手にわかりやすく

伝えるために、情報を

整理し、簡単な語句や

文を用いて即興で説

明している。 

 

・パラスポーツについ

て、より理解を深める

ために、ポスターの内

容や相手の説明内容

について即興で質問し

たり感想を述べたりし

ている。 

 

・パラスポーツの魅力

を相手にわかりやすく

伝えるために、情報を

整理し、簡単な語句や

文を用いて即興で説

明しようとしている。 

 

・パラスポーツについ

て、より理解を深める

ために、ポスターの内

容や相手の説明内容

について即興で質問し

たり感想を述べたりし

ようとしている。  
 

7

月 

5
 

 

Reading 1 

Meaning of 

Life 

 

Reading（復習） 

 

【知識】 

・既習の言語材料の意

味や働きを理解してい

る。 

 

【技能】 

・既習の言語材料の意

味や働きの理解をもと

に、齊藤慶輔さんの活

動について、概要や要

点を読み取る技能を

身に付けている。 

 

・齊藤慶輔さんの活動

について理解するため

に、彼の取り組みにつ

いて書かれた文章を

読んで、概要や要点を

捉えている。 

 

・動物を取り巻く環境

や動物の扱いについ

て自分の考えを伝える

ために、簡単な語句や

文などを用いて書い

ている。 

 

・齊藤慶輔さんの活動

について理解するため

に、彼の取り組みにつ

いて書かれた文章を

読んで、概要や要点を

捉えようとしている。 

 

・動物を取り巻く環境

や動物の扱いについ

て自分の考えを伝える

ために、簡単な語句や

文などを用いて書こう

としている。  
 

7

月 

1
 

 

Step 3 

ディスカッショ

ンの流れを確

認しよう 

 

ディスカッションの

流れの確認 

 

【知識】 

・ディスカッションの流

れや意見の主張の仕

方を理解している。 

 

【技能】 

・ディスカッションの流

れや意見の主張の仕

方の理解をもとに、

「無人島に一人で一週

間暮らすことになった

ら何を持っていくか」

というテーマについて

伝え合う技能を身に付

けている。 

 

・「無人島に一人で一

週間暮らすことになっ

たら何を持っていく

か」について、相手に

伝わるように自分の考

えを具体的な理由とと

もに伝え合っている。 

 

・「無人島に一人で一

週間暮らすことになっ

たら何を持っていく

か」について、相手に

伝わるように自分の考

えを具体的な理由とと

もに伝え合おうとして

いる。 



 

 

2

学
期
中
間 

9

月 

8
 

 

PROGRAM 

4 

Sign 

Languages, 

Not Just 

Gestures! 

 

分詞の後置修飾 

 

間接疑問文 

 

【知識】 

・分詞の後置修飾や間

接疑問文の意味や働

きを理解している。 

 

【技能】 

・分詞の後置修飾や間

接疑問文の意味や働

きの理解をもとに、人

やものについてくわし

く伝え合う技能を身に

付けている。 

 

・より多くの人が使い

やすい設備や施設につ

いて知ってもらうため

に、それらの特徴につ

いて理由とともに具体

的に伝えている。 

 

・より多くの人が使い

やすい設備や施設につ

いて知ってもらうため

に、それらの特徴につ

いて理由とともに具体

的に伝えようとしてい

る。 

 
 10 

月 

8
 

 

PROGRAM 

5 

The Story 

of 

Chocolate 

 

関係代名詞（主格） 

 

【知識】 

・関係代名詞（主格）の

意味や働きを理解して

いる。 

 

【技能】 

・関係代名詞（主格）の

意味や働きの理解を

もとに、人やものにつ

いてくわしく伝え合う

技能を身に付けてい

る。 

 

・日本の和菓子の魅力

について外国人に伝え

るために、自分が紹介

したい菓子の特徴をわ

かりやすい表現を用い

て伝えている。 

 

・日本の和菓子の魅力

について外国人に伝え

るために、自分が紹介

したい菓子の特徴をわ

かりやすい表現を用い

て伝えようとしてい

る。 

 
 10 

月 

1
 

 

Power-Up 

2 

ポスターから

情報を読み取

ろう 

 

ポスターの読み取り

方 

 

【知識】 

・水族館のポスターの

内容や構成を理解して

いる。 

 

【技能】 

・水族館のポスターの

内容や構成の理解を

もとに、ポスターから

適切に情報を読み取

る技能を身に付けてい

る。 

 

・水族館で行われるイ

ベントをどのように見

てまわるかを相手に提

案するために、自分の

考えや気持ちをポスタ

ーから読み取った情報

とともに伝えている。 

 

・水族館で行われるイ

ベントをどのように見

てまわるかを相手に提

案するために、自分の

考えや気持ちをポスタ

ーから読み取った情報

とともに伝えようとし

ている。 

 
 10 

月 

1
 

 

Step 4 

ディスカッショ

ンで使う表現

をおさえよう 

 

ディスカッションの

表現と意見の主張の

仕方 

 

【知識】 

・ディスカッションで使

う表現の意味や働きを

理解している。 

 

【技能】 

・ディスカッションで使

う表現の意味や働きの

理解をもとに、自分の

意見を主張したり、相

手の意見に賛成［反

対］したりする技能を

身に付けている。 

 

・イヌとネコのどちらが

ペットによいかについ

て相手に伝わるよう

に、自分の考えを具体

的な理由とともに伝え

合っている。 

 

・イヌとネコのどちらが

ペットによいかについ

て相手に伝わるよう

に、自分の考えを具体

的な理由とともに伝え

合おうとしている。 



 

 

2

学
期
期
末 

11 

月 

8
 

 

PROGRAM 

6 

The Great 

Pacific 

Garbage 

Patch 

 

関係代名詞（目的格） 

 

関係代名詞の省略 

 

【知識】 

・関係代名詞（目的格）

や関係代名詞の省略

の意味や働きを理解し

ている。 

 

【技能】 

・関係代名詞（目的格）

や関係代名詞の省略

の意味や働きの理解

をもとに、人やものに

ついてくわしく伝え合

う技能を身に付けてい

る。 

 

・海辺におけるごみの

ポイ捨て防止を呼びか

けるために、わかりや

すく効果的な表現を用

いて看板のセリフを書

いている。 

 

・海辺におけるごみの

ポイ捨て防止を呼びか

けるために、わかりや

すく効果的な表現を用

いて看板のセリフを書

こうとしている。 

 
 11 

月 

4
 

 

Our Project 

8 

レストランに

SDGs の取り

組みを提案し

よう 

 

ディスカッション 

 

【知識】 

既習の言語材料の意

味や働きを理解してい

る。 

 

【技能】 

既習の言語材料の意

味や働きの理解をもと

に、登場人物のディス

カッションの概要を読

み取ったり聞き取った

りする技能を身に付け

ている。 

 

・レストランに合った

SDGs の取り組みを

提案するために、さま

ざまな取り組みの長所

や短所について、簡単

な語句や文を用いて

即興で伝え合ってい

る。 

 

・レストランに合った

SDGs の取り組みを

提案するために、ディ

スカッションの内容を

ふまえて、最終的な自

分の意見をまとめて書

いている。 

 

・レストランに合った

SDGs の取り組みを

提案するために、さま

ざまな取り組みの長所

や短所について、簡単

な語句や文を用いて

即興で伝え合おうとし

ている。 

 

・レストランに合った

SDGs の取り組みを

提案するために、ディ

スカッションの内容を

ふまえて、最終的な自

分の意見をまとめて書

こうとしている。  
 11 

月 

1
 

 

Power-Up 

3 

ラジオの CM

を聞こう 

 

ラジオ放送 

 

【知識】 

・ラジオ放送で使われ

る表現を理解してい

る。 

 

【技能】 

・ラジオ放送で使われ

る表現の理解をもと

に、紹介されている商

品の特徴や値段を聞

き取る技能を身に付け

ている。 

 

・商品の魅力がラジオ

のリスナーに伝わるよ

うに、その特徴を具体

的に説明している。 

 

・商品の魅力がラジオ

のリスナーに伝わるよ

うに、その特徴を具体

的に説明しようとして

いる。 

 
 12 

月 

8
 

 

PROGRAM 

7 

Robots Can 

Improve 

Quality of 

Life 

 

仮定法過去 

 

【知識】 

・仮定法過去の意味や

働きを理解している。 

 

【技能】 

・仮定法過去の意味や

働きの理解をもとに、

現在の事実とは違うこ

とを仮定して伝え合う

技能を身に付けてい

る。 

 

・ドラえもんの道具を

使った社会貢献につい

て相手に提案するため

に、自分の考えを道具

の機能をまじえながら

説明している。 

 

・ドラえもんの道具を

使った社会貢献につい

て相手に提案するため

に、自分の考えを道具

の機能をまじえながら

説明しようとしてい

る。 



 

 

 
 12 

月 

1
 

 

Power-Up 

4 

ウェブサイトで

学校を紹介し

よう 

 

ウェブサイトの構成 

 

【知識】 

・学校行事を紹介して

いるウェブサイトの内

容や構成を理解してい

る。 

 

【技能】 

・学校行事を紹介して

いるウェブサイトの内

容や構成の理解をもと

に、学校行事を紹介す

る文について、読み取

る技能を身に付けてい

る。 

 

・ウェブサイトで自分の

学校のことを紹介する

ために、自分のおすす

めの学校行事につい

て、簡単な語句や文を

用いて書いている。 

 

・ウェブサイトで自分の

学校のことを紹介する

ために、自分のおすす

めの学校行事につい

て、簡単な語句や文を

用いて書こうとしてい

る。 

 
 12 

月 

5
 

 

Reading 2 

Malala's 

Voice for 

the Future 

 

Reading（復習） 

 

【知識】 

・客観的な視点と主観

的な意見が組み込ま

れた文章の構成を理

解している。 

 

【技能】 

・客観的な視点と主観

的な意見が組み込ま

れた文章の構成の理

解をもとに、マララさ

んが経験してきたこと

や彼女の考えについ

て、概要や要点を読み

取る技能を身に付けて

いる。 

 

・マララさんの思いに

ついて理解するため

に、彼女の物語を読ん

で、概要や要点を捉え

ている。 

 

・マララさんについて

理解を深めるために、

簡単な語句や文を用

いて質問やメッセージ

を書いている。 

 

・マララさんの思いに

ついて理解するため

に、彼女の物語を読ん

で、概要や要点を捉え

ようとしている。 

 

・マララさんについて

理解を深めるために、

簡単な語句や文を用

いて質問やメッセージ

を書こうとしている。 

 
 12 

月 

2
 

 

Special 

Project 

中学校の思い

出を残そう 

 

（これまでの復習） 

 

【知識】 

・既習の言語材料の意

味や働きを理解してい

る。 

 

【技能】 

・既習の言語材料の意

味や働きの理解をもと

に、登場人物の中学校

の思い出を読み取る

技能を身に付けてい

る。 

 

・自分たちの中学校の

思い出を残すために、

中学校生活で経験した

ことや、それに対する

自分の思いなどにつ

いて、簡単な語句や文

を用いて発表したり書

いたりしている。 

 

自分たちの中学校の

思い出を残すために、

中学校生活で経験した

ことや、それに対する

自分の思いなどにつ

いて、簡単な語句や文

を用いて発表したり書

いたりしようとしてい

る。 

学
年
末 

1
 

3
 

 

Further 

Reading 1 

A Birthday 

Present 

 

Reading（復習） 

 

【知識】 

場面や登場人物の心

情を表す表現を理解し

ている。 

 

【技能】 

場面や登場人物の心

情を表す表現の理解

をもとに、物語につい

て、概要や登場人物の

心情を読み取る技能

を身に付けている。 

    



 

 

 
 

1

月 

3
 

 

Further 

Reading 2 

The Ig 

Nobel Prize 

 

Reading（復習） 

 

【知識】 

・時間の経過や文章の

流れを表すつなぎ言

葉などの語句につい

て理解している。 

 

【技能】 

・時間の経過や文章の

流れを表すつなぎ言

葉などの語句につい

ての理解をもとに、イ

グノーベル賞における

日本人の活躍につい

て、概要や要点を読み

取る技能を身に付けて

いる。 

    

 
 

1

月 

5
 

 

Further 

Reading 3 

Nakamura 

Tetsu 

 

Reading（復習） 

 

【知識】 

・時間の経過や文章の

流れを表すつなぎ言

葉などの語句につい

て理解している。 

 

【技能】 

・時間の経過や文章の

流れを表すつなぎ言

葉などの語句につい

ての理解をもとに、中

村哲さんの功績につ

いて、概要や要点を読

み取る技能を身に付け

ている。 

 

・国際協力の大切さを

伝えるために、自分の

気持ちや考えをまじえ

ながら中村哲さんが行

ったことを発表してい

る。 

 

・国際協力の大切さを

伝えるために、自分の

気持ちや考えをまじえ

ながら中村哲さんが行

ったことを発表しよう

としている。 

 



第３学年 上尾市立太平中学校 道徳 学習案内              あああ…重点項目 
月 番号 教材名 学習指導要領との関連 主題名 

4 
1 思い出のオムライス Ａ１  自主、自律、自由と責任 誠実な心と責任ある態度 

2 電車の中で Ｂ６ 思いやり、感謝 温かい心に触れて 

5 

3 独りを慎む Ａ２ 節度、節制 望ましい生活習慣 

4 百年たっても C11  公正、公平、社会正義 
差別や偏見のない社会の実

現 

5 余命ゼロ 命のメッセージ Ｄ１９ 生命の尊さ 支え合う命 

6 正確な日本地図の追究 伊能忠敬 Ａ５  真理の探究、創造 真理を求めて生きる 

6 

7 二人の弟子 Ｄ２２ よりよく生きる喜び 人間としての誇りと真価 

8 アップロード ダウンロード Ｃ１０ 遵法精神、公徳心 住みよい社会と権利 

9 境界線を越える Ａ３ 向上心、個性の伸長 充実した生き方を求めて 

10 世界一厄介な問題 C12  社会参画、公共の精神 よりよい社会をつくるために 

7 
11 笛 Ｂ９ 相互理解、寛容 互いの立場の尊重    

12 ねぶたを夢見て Ｃ１６ 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度 郷土の発展に努める 

9 

13 〇〇流デジタルライフ Ａ２ 節度、節制 調和のある生活 

14 町工場から宇宙へ Ａ５ 真理の探究、創造 理想の追求 

15 ルリボシカミキリの青 Ｄ２１ 感動、畏敬の念 美しいものへの畏敬の念 

16 一冊のノート Ｃ１４ 家族愛、家庭生活の充実 家族の絆 

10 

17 二人はライバル Ｂ８ 友情、信頼 高め合う友情 

18 領民を愛した名君 上杉鷹山 Ａ１ 自主、自律、自由と責任 責任ある誠実な生き方 

19 二通の手紙 Ｃ１０ 遵法精神、公徳心 社会の秩序と規律を守る 

20 忘れられないご馳走 Ｄ１９ 生命の尊さ 命の重さ 

11 

21 雪が降ると思い出すことがある Ｃ１５ よりよい学校生活、集団生活の充実 よりよい校風をつくる 

22 どうして？ Ｂ９ 相互理解、寛容 互いの個性や立場の尊重 

23 ★最後の思い出 Ｂ８ 友情、信頼 友の幸せを願う 

24 もっとわかり合いたい Ｃ１８ 国際理解、国際貢献 よりよい国際社会を築く 

12 

25 卒業文集最後の二行 Ｃ１１ 公正、公平、社会正義 正義と公正を重んじる 

26 白川郷に魅せられて Ｃ１６ 我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度 地域に根付いた文化の継承 

27 赤道直下にすむマウンテンゴリラ Ｄ２０ 自然愛護 自然環境の人類 

1 

28 礼儀って何 B７ 礼儀 場に応じた礼儀 

29 優介の決意 Ｄ１９ 生命の尊さ 自他の生命の尊重 

30 未来の日本へデビュー Ｃ１２ 社会参画、公共の精神 よりよい社会の実現 

2 
 
 

3 

31 五井先生と太郎 Ｂ６ 思いやり、感謝 温かい人間愛 

32 スポーツの力 佐藤真海 Ａ４ 希望と勇気、克己と強い意志 立ち向かう勇気 

33 「血の通った義足」を作りたい Ｃ１３ 勤労 勤労を通しての社会貢献 

34 杉原千畝の選択 Ｃ１８ 国際理解、国際貢献 世界の平和に貢献する 

35 亡き母へのトランペット Ｄ２２ よりよく生きる喜び 気高く、前向きに生きる 

 


